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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　夏なつ目め一家の諸事情







「お父さん大好きです。結けつ婚こんしてください」




　娘むすめにこんな風に言われて、悪い気のしないお父さんはほとんどいない。

　お父さんというのは、いつだって娘に好かれたいものだ。

　だが現実とは非情である。

　一いつ般ぱんに、父親とは娘に嫌きらわれる宿命にある。

　特に思春期を迎むかえた娘からは。

「もうパパとお風ふ呂ろ入りたくない」

「お父さんの下着と一いつ緒しよに洗せん濯たくしないで」

「近寄んな親父おやじ」

「クソオヤジ」

「クサい」

「ウザい」

「キモい」

　などなど。

　これらのワードに心抉えぐられたお父さんは数知れない。

　それを反はん抗こう期のひと言で片づけるのは簡単だ。

　だが、そこにはひと言では言い表せない悲しみがあるのだ。




　さて、話を戻もどそう。

　世のお父さんは娘から嫌われるのが常である。

　つまり、冒ぼう頭とうのようなセリフは期間限定のものだ。

　とある時期を過ぎれば、二度と言ってはもらえないはずなのだ──本来は。

　だから、僕の娘はそういう意味で奇き蹟せきの産物といえる。

　娘の名前は夏目キララ。

　彼女は今年から中学生。

　透すき通る白い肌はだに艶つやのある黒髪のおさげ。

　落ち着いた雰ふん囲い気きも相まって、小学生の時から中学生、稀まれに高校生と間ま違ちがわれることもあった。

「お父さん大好きです。結婚してください」

　キララがまた冒頭のセリフを繰くり返した。

　何度も言うが、これは奇蹟だ。

　思春期の娘が父親の僕をここまで慕したってくれている。

　このことに歓かん喜きしないお父さんはいない。

　僕も基本的にはそうだ。




　──ここが電車の中でさえなければ。




「……」

「……」

「……」




　凄すごく視線を感じる。

　あと異様に静かだ。

　周囲の耳じ目もくが全すべて僕らに集まっている。

　かなりの高確率で誤解を生んでいる。

　まあ、周りが誤解する気持ちも分かる。

　僕ら親子はあまり似ていない。

　というか、キララが綺き麗れいすぎるのだ。

　それに比べてあまりに平へい凡ぼんな容姿の僕。

　鳶とんびが鷹たかを産む、なんてコトワザもあるけれど。

　僕の遺伝子からキララが産まれたのだとしたら、それはもうトンビが宇宙人を産んだレベルの奇蹟だ。

　なので、周りからいわゆる「パパと女子高生」と思われても仕方がない、と思う。

「えーと……」

　僕は慎しん重ちように、慎重に、言葉を選ぶ。

　続くセリフによっては、そのまま警察を呼ばれかねない。

「キララ、その、気持ちは嬉うれしいんだけど、急にどうしたんだい？」

「あ、すみません突とつ然ぜん」

　キララはハッとしたように口くち許もとに手を当てる。

「ただ今日が私たちの新たなる門かど出でだと思うと、つい気持ちが昂たかぶってしまって」

「今日のは単なる引ひっ越こしで、今は引っ越し先の栃とち木ぎに移動中なだけだからね？」

「新居で愛の巣作りですね」

「いや、新居じゃなくて寮りようだから。ほかの人も住んでるから」

「大だい丈じよう夫ぶです。たとえ築50年でも、お父さんと一緒なら新婚生活は薔ば薇ら色いろです」

「その辺でストップ。ひとつ再さい確かく認にんしよう」

「はい？」

「僕らは親子だからね」

「はい」

「親子で結婚はできないんだよ」

「そんなの、気持ちの問題です」

「うん、法律の問題かな」

「愛さえあれば大丈夫です！」

　娘は名前の通りキラキラした目で愛を語る。

　問題は、その愛が親子愛のレベルに収まっていないことだ。

　僕は冷ひや汗あせをダラダラと流す。

　さて、ここまでのやり取りを見てもらえれば分かるだろう。

　娘はこの通り〝ファザコン〟だ。

　それも極きわめてレベルの高い。

　いや、別に悪いわけじゃない。

　前述の通り、娘に好かれて嫌いやな父親などいない。

　問題は、たまに無自覚に僕を社会的絶体絶命の状じよう況きように追い込むことだけで。

　彼女が小学校低学年くらいの頃ころまでは、まだ世間の目も温かかったんだけど。

　最近では僕くらいの歳としの男性が、小学校の通学路を歩くだけで通報される世の中だしなぁ……。

　って、過去を振ふり返って現実逃とう避ひしている場合ではない。

　ピンチは依い然ぜん続いている。

「引っ越し先に着いたら、早さつ速そく婚こん姻いん届とどけを市役所に提出しに行きましょうね」

「いや、あのね」

　僕ら親子だし。

　キララは中学生だし。

　仮に両者の合意があったとしても逮たい捕ほされる案件だ。

　ツッコミどころはたくさんある。

　けどこの場合、重要なのはいかに周りの人たちの誤解を解くかだ。

　向こうに座ってるおばちゃんがさっきからスマホを構えている。

　いつ通報されるか分かったもんじゃない。

　と。

「あのさー、パパもお姉ちゃんもさっきから何やってんの？」

　その時、僕らの横から呆あきれた声が割って入った。

　そこには、もうひとりの僕の娘が電車のドアに背中を預けて立っていた。

　彼女の名前は夏目セイラ。

　キララの双ふた子ごの妹だ。

　姉と違い、快活な雰囲気。

　髪かみも姉より若じやつ干かん明るい色で、何というか今風のお洒落しやれな女の子という感じだ。

「人前でやめてよね、恥はずかしい」

　セイラが僕に向けてくる視線は、キララとは正反対。

　非常に冷たい。

　普ふ段だんからわりとよく睨にらまれる。

　最近は、態度もちょっと素っ気ない。

　こうなったのは彼女が小学六年生になった辺りから。

　要するに〝反抗期〟の真っ最中だ。

　正直、いつ「パパの下着と一緒に洗濯しないで」と言われないか、毎日のようにビクビクしている。

　その日が来たら、旧友とおでん屋で朝まで吞のもう。

　できればそんな日は永遠に来ないで欲しいけれど。

　まあそれはそれとして。

　突然のセイラからの横よこ槍やりに、キララはむっと頰ほおを膨ふくらませる。

「私は全然恥ずかしくないわ。お父さんが大好きだもの」

「だから、そういうの外で言うのが恥ずかしいんだって」

　セイラは冷たく言う。

　実に思春期らしい普ふ通つうの意見だ。

　反抗期は寂さびしいが、何というかセイラの態度には安心を覚える。

　ザ・普通。

　ノーマル属性。
















　これぞ普通の女子中学生という感じだ（入学式は一週間後だけど）。

「だいたいお姉ちゃんは……」

「セイラは最近……」

　まあ、おかげで最近姉妹しまい喧げん嘩かが増えた気がするけど。

　双子でも性格は正反対。

　今もぎゃいのぎゃいの口喧嘩している。

　ふたりの〝姉妹喧嘩〟を見て、周囲の人たちもようやく僕らが本当の親子だと理解してくれたみたいだ。

「まったく、セイラも昔はお姉ちゃんと一いつ緒しよにお父さんと結けつ婚こんするって言ってたのに」

「は、はぁ～？　そんなの子供の時の話だし！」

「あら、じゃあお姉ちゃんがお父さんをひとり占じめしてもいいのね」

「か、勝手にすればぁ～？　て、ていうか今は人前で恥ずかしいことしないでって話で」

「聞きましたお父さん？　今日からお父さんは私だけのものですよ」

「話聞きなさいよぉ！」

「あーうん、ふたりとも、電車の中では静かにね」

　僕は苦笑いしながらふたりに注意した。







　ファザコンの姉。

　反はん抗こう期の妹。

　そこにアラサーの僕（父）を加えた夏目一家。

　これがこの物語の主役たちだ。

　申し訳ないけど、異世界に行ったりＭＭＯＲＰＧの世界に行ったりはしない。

　非日常なんて起こらない。

　じゃあラブコメが始まるのかって？

　まさか。

　僕らは親子だよ？

　そんな展開になったら一発でアウトだ。

　だから当然ラブもない。

　あとエロも期待しないで欲しい。

　そういうのは僕が全力で阻そ止しします。

　父親ですから。

　ここまで前置きがしつこいと、もう誰だれもこの先を読んでくれないかもしれないけれど、実際にそういう話なので仕方がない。

　それでもよければ読んで欲しい。




　これは僕ら親子の日常をただ淡たん々たんと綴つづる物語だ。










　　　陽ひノの目め荘そう







「着いたよ。あれが陽ノ目荘だ」

　僕はバス停を降りてすぐ目の前の木造の建物を指差す。

　女子寮・陽ノ目荘。

　築30年。木造二階建て。屋上あり。

　風ふ呂ろ・キッチン・洗せん濯たく機き共用。

　駅からバスで12分。徒歩で30分。

　周囲は田んぼとまばらな民家。

　裏手には小さな森がある。

　最寄りのコンビニまで徒歩５分。スーパー12分。

　今日から僕らの住む場所だ。

「古ふるっ」

　セイラが見た率そつ直ちよくな感想を呟つぶやく。

「まあ、住めば都だよ」

「……」

　しらーっとした顔をされた。

「ここが今日から私とお父さんが暮らす愛の巣なんですね」

　一方、キララはウットリとしている。

　真逆の反応に僕は苦笑い。

「じゃあ、ちょっと引ひっ越こし屋さんに連れん絡らくしてくるよ」

「はい」

「キララとセイラは先に部屋の中でも見てきなさい」

　僕がそう言うと、セイラが「何号室？」と尋たずねてくる。

「一階の管理人室だよ」

「え？」

「あれ、言ってなかったっけ？」

　驚おどろいた顔の娘むすめに、僕は答える。

「僕は今日から、ここの管理人になるんだよ」

　管理人をやる代わりに家賃タダ。

　その条件でここを紹しよう介かいしてもらったのだ。

「えー、それって私も何かしなきゃなの？」

「いやいや、管理人は僕の仕事だから。セイラたちは何もしなくていいよ」

「ふーん」

　セイラは興味なさげに頷うなずく。

「私は何でも手伝いますから、いつでも仰おつしやってくださいね」

「ありがとう。キララも部屋を見てきていいよ」

「はい」

「……」

　僕がキララを褒ほめると、セイラは少しおもしろくなさそうな顔をする。

　それからふたりとも陽ノ目荘に入っていき、僕は引っ越し業者に連絡するため携けい帯たい電話を取り出した。




「……はい、はい。じゃあお願いします」

　引っ越し業者との連絡を終え、電話を切る。

　業者はもうすでに近くに来ているらしく、あと二十分くらいで来られるようだ。

　さて、電話も終わったし僕も中に。

　と思った時だった。

「キャアアー！」

　突とつ然ぜんの悲鳴。

　セイラの声だ。

「な、何だ!?」

　僕は慌あわてて陽ノ目荘の共用玄げん関かんへ向かう。

「セイラ！　どうした!?」

「パ、パパ。何か変な人が……」

　駆かけ込んできた僕に、セイラが震ふるえる声で言う。

　まさかの変質者か!?

　僕は娘の指差す方へ視線をやる。

　そこには……確かに変な人がいた。

「ウ……オェ……」

　寮りようの二階へ上がる階段の途と中ちゆうで、人が倒たおれている。

　しかも半はん裸らで酒さか瓶びんを抱かかえて。

「……」

　終電間ま際ぎわの駅の階段で寝ねている酔よっ払ぱらいみたいだ。

　というか、こんな真っ昼間から酒って……。

　僕は呆あきれつつ、靴くつを脱ぬいでスリッパに履はき替かえる。

「ちょっ、パパ、それ変態だよ。近づいちゃダメだって！」

「いや、けど放ほうっておくのもマズいだろ」

　セイラに制止されつつも、僕はその酔った人のいる階段に近づく。

　いちおう、これでも今日からここの管理人なのだ。

　相手がこの寮の住人なら、ちゃんと世話を焼くべきだろう。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ウ？」

　酔っ払いが声に反応して少し顔を上げる。

「……！」

　驚いたことに、その酔っ払いは大層な美人だった。

　ただし半裸。

　赤いブラを盛り上げる胸のサイズが半はん端ぱない。

　胸の谷間に挟はさまった酒瓶の飲み口がヒドく卑ひ猥わい。

　泥でい酔すいした女性を見たことがないわけではないが。

　これは正直目の毒だ。

　彼女が同じ醜しゆう態たいを外で晒さらしたら確実に事件に巻き込まれる。

　そう考えたら、まだ酔い潰つぶれたのが寮内でよかったと言うべきか。

「あえ、あんりゃ誰～？」

　焦しよう点てんの合わない目で女性が僕を見上げる。

「僕はここの新しい管理人です。お水はいりますか？」

「あにぃ～管理人～？」

　女性は急にクワッと目を見開く。

「そんにゃの聞いてないぞー！」

「うわっ！」

　何事かと思う間もなく、女性は僕に飛びかかってくる。

　僕はバランスを崩くずし、ふたりして階段を転がり落ちた。

　たいした高さじゃなくて助かった。

「イタタ、大丈夫ですか？」

　僕は自分にのしかかっている女性に呼びかける。

「つ～か～ま～え～た～」

　女性はゆらりと上半身を起こし、僕に馬乗りになる。

　もちろん彼女はさっきからずっと半裸のままである。

「あえ？　このあとどーすんだっけ？」

「いいからまず服を着てください！」

　僕は大声で叫さけぶが、女性は首を左右に傾かしげるばかりだ。

　首の角度を変える度たびに胸が揺ゆれる。

　生あい憎にくと全然嬉うれしくない。

　むしろ冷ひや汗あせダラダラだ。

　こんな場面、ほかの住人に見られたらマズい。

　管理人初日にして逮たい捕ほ案件である。

　社会人にとってラッキースケベは死神の鎌かまと同じだ。

「おねーちゃん！　パパが痴ち女じよに襲おそわれてる！」

　その時、セイラが大声でキララを呼ぶ。

　初対面の人を痴女呼ばわりはどうかと思うがファインプレイだ。

　僕がどうこうするより、娘たちに何とかしてもらった方がややこしくならなくて済む。

　だがそんな目もく論ろ見みを潰すかのように酔っ払いが呟く。

「そっかー、こんな時は尋じん問もんだよね～」

「尋問!?」

「おらー、吐はけー。エロマンガみたいなことするぞ～」

「っちょっちょちょっと！　脱がないで脱がないで！」

「うるへー、レヒプ目になるまでファッキュしてやりゅうー」

　何なのこの人!?

　酔ってるとはいえ行動がメチャクチャすぎる。

　ブラのホックをはずす女性に対し、もはや恐きよう怖ふしか湧わかない。

　と、その時。




「ドリャー！」




　キララの放った跳とび蹴げりが、酔っ払いの女性を吹ふっ飛ばした。

「にゃわー！」
















　彼女はゴロゴロと転がって床ゆかにブッ倒れる。

　一方、キララはそんな相手には目もくれず、僕へと縋すがりつき。

「お父さん大丈夫ですか!?　童どう貞てい奪うばわれてませんか!?」

「心配してくれてありがとう。でも娘が父親にする心配じゃないね」

「お父さんのはじめては私になる予定ですから、お父さんはまだ清い体なんです」

　たまに娘が意味不明で怖こわい。

「って、キララちょっとやりすぎだよ」

　僕は急いで倒れた女性の方へ近づく。

「う～ん」

「大丈夫ですか？」

「あー……うん、大丈夫」

　どうやら頭を打って記き憶おくが飛んでいるようだ。

　だが酔いは醒さめて多少意識はハッキリしてきたらしい。

「頭痛い……何で？」

「飲み過ぎです」

「そうかも」

「そうです」

　娘むすめの跳び蹴りはなかったことにした。

　これも今後の管理業をやりやすくするための方便だ。

「……でー、あなた誰だれ？」

「この寮の管理人です。今日越こしてきました」

「あ、そうなの……あたしは２０１号室の二にノの木ぎ葛つづら」

「管理人の夏なつ目め此この葉はです。あっちは娘のキララとセイラ」

「はーい。よろしくー」

　二ノ木さんは僕の肩かた越しに娘ふたりに手を振ふる。

「……」

「……」

　一方、娘たちは先さき程ほどの彼女の醜態のせいか、やや冷たい目だ。

　いちおうキララだけは会え釈しやくを返した。

　セイラはジト目。

　まあ、さっきの二ノ木さんはちょっと擁よう護ごできないくらいヒドかったからなあ。

「えーと、とりあえず部屋まで送ります。そしたら着替えて」

「……うっぷ」

　二ノ木さんに肩を貸そうとした時、彼女が口くち許もとを押さえる。

　ああ、嫌いやな予感。

　そう思ったのも束つかの間。




「おえーーーーーーーー」




　こうして僕の引っ越しの思い出一号は、吐と瀉しや物ぶつまみれシャツになった。










　　　引ひっ越こしパーティー







　夕方。

　引っ越し荷物の搬はん入にゆうと家具の配置を終えた僕ら一家は、陽ひノの目め荘そうの人々に引っ越し祝いを兼かねた歓かん迎げい会かいを開いてもらっていた。

「そいじゃっまずはカンパーイ！」

　乾かん杯ぱいの音おん頭どを取っているのは、さっき僕にゲ〇をぶっかけた女性だ。

「いやー、さっきは悪かったね管理人さん」

「いえいえ」

　ゲ〇シャツは洗せん濯たく機きに突つっ込こんである。

　まあ、犬に嚙かまれたと思って忘れるが吉きちだろう。

「ングング、プハーッ！」

　彼女はジョッキのビールを一気に飲み干す。

　続けて二杯はい目。

「プハーッ！」

　これもあっという間に飲み干す。

　見事な吞のん兵べ衛えっぷりだ。

　しかも笑い上じよう戸ごらしく、すでにかなり上じよう機き嫌げんになっている。

「じゃあとりあえず自己紹しよう介かいしましょーか！」

　三杯目を注ついでから、彼女はようやくそんな提案をした。

　彼女はジョッキに口をつけつつ、僕に手の平を向ける。

「まずは管理人さんからどうぞー」

「あっ、はい」

　まあ何にせよ仕切ってくれるのは有あり難がたい。

　指名された僕は立ち上がり、軽く会釈する。

「夏なつ目め此この葉はです。すでにご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、今日からここの管理人になりました。娘ともどもよろしくお願いします」

「夏目キララです。よろしくお願いします」

「セイラでーす。よろしくどうもー」

　娘たちも頭を下げ、小さな拍はく手しゆが起こる。

「それじゃ次はあたし！　改めまして、二にノの木ぎ葛つづらでっす！　２０１号室、Ｆカップ！　職業は～～～忘れました！」

　そう言って笑いながら四杯目をあおる二ノ木さん。

　なぜ自己紹介で胸のサイズを……いや、酔よってるだけか。

　しかし……Ｆか。

　確かに、あの膨ふくらみはそのくらいのサイズが。

「コホンッ」

「！」

　キララの咳せき払ばらいで我に返る。

　危ない危ない、つい視線が。

「えーと、それじゃあ次は……」

　僕は二ノ木さんから目を離はなし、その隣となりに座る女性を見やる。

「……！」

　彼女は僕の視線に気づくと、慌あわてて俯うつむいて前まえ髪がみで目を隠かくした。

「……狩かり野や紫し凜りん。１０１号室。大学生……です」

　狩野さんは顔を上げないまま自己紹介して、チビチビと日本酒を飲む。

　それ以上言うことはないようだ。

　だいぶ物静かな印象の女性だ。

　単に二ノ木さんが騒さわがしすぎるだけかもしれないが。

　まあ、１０１号室は管理人室の隣だし、徐じよ々じよに打ち解けていくとしよう。

「順番的に、次は私ですね」

　そう言ったのは、娘と同い年くらいの少女だった。

　彼女は静かに立ち上がり、胸に手を添そえてやさしく微笑ほほえむ。

「私は１０２号室の佐さ々さの崎さき咲さきと申します。今年から中学生になります。どうぞ、よろしくお願い致いたします」

　サキさんは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎし、着席する。

　とても礼れい儀ぎ正ただしい性格のようだ。

　ご両親の教育の成果だろうか。

　……ん？

　そういえば。

「サキさんのご両親はまだ帰っていらしてないんですか？」

「いえ、私はひとり暮らしですので」

「えっ、中学生でですか？」

「はい」

　サキさんは何でもないように頷うなずく。

　これには僕だけでなく、娘たちも驚おどろいていた。

　今年から、ということは、彼女も中学一年生のはずだ。

　その歳としでひとり暮らし？

　謎なぞだ。

　ともあれ。

　二ノ木葛。

　狩野紫凜。

　佐々崎咲。

　この三人が、今の陽ノ目荘の住人たちだ。







　自己紹介は終わったが、そのあとも歓迎会は続く。

　狩野さんは早めに食べ終えて部屋に戻もどってしまったが、僕は二ノ木さんにつき合って何本かビールを空けていた。

「ほらほら、管理人さんも飲んで飲んで」

「あ、どうも」

「にしても管理人さん若いわねー。あたしと同い年くらい？」

「いえいえ、もうすぐ三み十そ路じですよ」

「へぇー、じゃあ４、５歳上？　見えなーい」

「あはは、ありがとうございます」

「とにかく飲み仲間ができて嬉うれしいわー。シリンはあんまり飲めないし」

　二ノ木さんは上機嫌にビールをあおる。

　僕も弱いわけではないが、彼女のペースはメチャクチャ早い。

　娘もいる手前、釣つられて飲み過ぎないよう注意しなければ。

　まあ、それはそれとして初日から住人と打ち解けられたのはよかった。

　それに子供組も案外話が合うようで、僕らの横でずっとお喋しやべりを続けていた。

「そういえばサキさん、中学校はどこなんですか？」

「桜おう舞ぶ中学です」

「えっ、私たちもそこだよ」

「あら？　キララさんとセイラさんは何年生なんですか？」

「同じ一年生ですね」

「そうなんですか。おふたりとも大人びているので先せん輩ぱいかと思いました」

「そう？　私とお姉ちゃんどっちが大人っぽい？」

「うーん、キララさんは落ち着いていて、セイラさんはお洒落しやれで、どちらも大人っぽいです」

「アリガト。ねぇ、呼び捨てで呼んでもいい？」

「構いませんよ」

「ところで中学生のひとり暮らしなんて凄すごいですね」

「そんなたいしたものではありません。好きにさせてもらっているだけです」

「サキもさー、お化け粧しようしてみたら？　素材いいし、私教えるよ？」

「お化粧ですか？　あまり考えたことはありませんね」

「セイラ、無理に勧すすめるのはダメよ」

「えー、いーじゃん」

「そういえば入学式は明後日あさつてですね」

「同じクラスになれたらいいですね」

「私はお姉ちゃんとは離れたいんだけど」

「双ふた子ごはクラスを分ける決まりがあると聞いたことがありますけど？」

「それ、特にルールがあるわけじゃないみたいですよ」

「そうなんですか。なら、三人一いつ緒しよになれるといいですね」

　娘むすめたちとサキさんの会話は続く。

　女の子って本当にコロコロ話題が変わるなぁ。

　まあ、ふたりに友達ができたみたいでよかった。

　引ひっ越こしをする上で、そこがやっぱり不安だったから……。

「そーいえばー管理人さんの奥さんっていないの？」

　その時、酔よっ払ぱらった二ノ木さんが不意に尋たずねてきた。

「えーと……まあ、その」

　僕は明言を避さけ、曖あい昧まいにお茶を濁にごす。

　こうすると、まあ大体の人はそれ以上の追つい及きゆうを避けてくれるのだ。

　二ノ木さんも「あー……」と呻うめいて、軽ーく天てん井じようを仰あおぐ。

　かと思ったら、突とつ然ぜんグイッと僕を抱だき寄せてきた。

「わぷっ！」

　Ｆの谷間に鼻が埋うずまる。

　汗あせばんだ人ひと肌はだの匂においが鼻び腔こうをくすぐった。

　あと微かすかにインクの匂い。

　なぜインク？

　二ノ木さんの職業に関係あるのだろうか？

　だが今はそんなことどうでもいい。

　何でこの人は酔うと逆セクハラしてくるんだ!?

　僕がもう少し若ければ喜んだかもしれないが、この歳になるとその先のトラブルを想像して恐きよう怖ふを感じてしまう。

　ビビる僕のことなんか構わず、二ノ木さんはさらにギュッと腕うでに力を込こめて。

「泣け！　あたしの胸で泣いていいよコノハっち！　そんで飲もう！　今日は朝までつき合うよ！」

「いやっ、あのっ！」

　慌てて引き剝はがそうとするが二ノ木さんが放してくれない。

　言動からして慰なぐさめようとしてくれているのは分かるけれど。

　こんな場面を見たら、娘たちが怒おこり出してしまう。

「ちょっとツヅラさん!?　お父さんに何してるんですか！」

「このセクハラ女！」

　やっぱり怒った。

　怒ど声せいとともにガタンッと椅い子すの倒たおれる音がする。

　そこからはもうギャいのギャいののドタバタ騒ぎ。

　そんなこんなで僕らの陽ノ目荘引ひっ越こし初日の夜は更ふけていったのだった。










　　　入学式







　今日は新しい中学校の入学式。

　私は姿見の前で、新しい制服のチェックをしていた。

「セイラ、準備できた？」

「んー、ちょっと待ってー」

　居間からのお姉ちゃんの声に返事をする。

　スカートの長さが決まらない。

　丈たけが長すぎるのはダサいからヤダ。

　だけど初日から先輩や生活指導の先生に目をつけられたくもない。

　せめて膝ひざ丈たけ。

　けど……。

「うーん」

　問題なのは、私がまだこの地域のスカート基準値を知らないことだ。

　スカートの丈にも地域差がある。

　偏へん見けんだけど、田舎いなかはみんな長いスカートを穿はいてるイメージ。

　周りが全員長いと、少し短くしただけでもめだつ。

　短くするか。

　初日は様子を見るか。

　悩なやむ。

「あっ、そうだ」

　よく考えたら、陽ノ目荘にはサキがいた。

　地元の同年代女子。

　彼女に訊けばいいじゃないか。

　そうと決まれば、早さつ速そく訊ききに行こう。

「おねーちゃん、私ちょっとサキんとこ行ってくるねー」

　私は居間で朝食の準備をしているお姉ちゃんに声をかける。

「え？　朝からどうして？」

「ちょっと訊きたいことがあって」

「まだ準備が終わってないでしょう。あとじゃダメなの？」

「すぐ済むからー」

「あっ、セイラ！」

　お姉ちゃんの声をスルーしつつ、私は管理人室を出る。

　確か、サキは１０２号室だっけ。

　私はふたつ隣となりの部屋へ、スリッパを鳴らしながら向かう。

「サーキ、ちょっといいー？」

　扉とびらをノック。

　ちょっと待つと、中からサキが出てきた。

「あら、セイラさん」

「あっ、サキ。あのさー、訊きたいことがあるんだけど」

「はい。何でしょう？」

　話しながら、私はサキのスカート丈をチラッと見る。

　……長い。

　めっちゃ長い。

　想定以上に長い。

　というか見たところ、サキはまったく丈を詰つめていない。

　膝下どころか、ふくらはぎも半分隠かくれている。

　昭和？

　昭和なの？

「……」

「どうしました？」

「あー、うーん」

　これが普ふ通つう？

　これが栃とち木ぎスタンダード？

　けどもしも単にサキがお洒落とか気にしないタイプだったら？

　お化粧もほとんどしないみたいだし。

　だとしたら、そこをツッコむのは野や暮ぼかもしれない。

　できれば仲よくしたいし。

　変なことで関係を悪くしたくない。

　やっぱり入学式は様子見して、周りの雰ふん囲い気きを摑つかむ方がいいかも。

「えっと、やっぱり何でもないやー」

「そうですか？　てっきりスカートのことを訊きたいのかと思いましたが」

「何で分かったの!?」

「だって私のスカート見てたでしょう？」

　鋭するどい！

　第一印象は結構ふわふわした子かと思ってたけど、そうでもないみたい。

「遠えん慮りよせず訊いていただいて大だい丈じよう夫ぶですよ」

「あはは、ありがと！　じゃあ訊くけど、この辺の中学生って、みんなスカート丈長いの？」

「いえ、一年生はみなさん膝丈か、膝が隠れるくらいだと思いますよ」

「あ、やっぱりそれくらい？」

「私はあまり脚あしを出したくないだけですので」

「そーなんだ」

　それから少し世間話をして、私はまた部屋に戻もどる。

　スカートは膝丈に決めた。







　陽ノ目荘前の停留所からバスに乗って約10分。

　道の両りよう脇わきから徐じよ々じよに田んぼがなくなり、市街地に少し入った辺りに桜おう舞ぶ中学校はある。

　校舎を見た感じは、都心の中学校とさほど変わらない。

　ただ今日は入学式なだけあって、門前などに大きな飾かざり付けがしてあった。

　あと桜。

　ベタだけど、大きな桜の木が植わってる。

　舞まい散る花びらが凄すごい。

　なんだか入学式って感じがする。

「セイラ」

　その時、パパの声がする。

　振ふり返ると、パパとお姉ちゃんがいた。

　私たちと一いつ緒しよに来たパパはスーツを着ている。

　保護者として入学式に出るために、タンスから引っ張り出してきたらしい。

　普ふ段だんあまりスーツを着ないので、その姿はなんだか新しん鮮せん。

　着慣れてない感じがして、別に似合ってないけど。

「パパ、何？」

「うん。記念に写真でも撮とろうと思って」

「別にいいよ」

「それで、セイラのスマホ貸してくれない？」

「スマホ？」

　私は自分のスマホを取り出す。

　ちなみに家族でスマホを持ってるのは私だけ。

　パパはガラケー。

　お姉ちゃんに至ってはケータイを持ってなかったりする。

「スマホで記念撮さつ影えい？」

「うっ、最近のは画質もいいって聞くし」

　パパは気まずそうに目を泳がせる。

「まあいーけどさ」

　ウチにデジカメとか買う余よ裕ゆうはない。

　このスマホだって、去年の誕生日に無理言って買ってもらったのだし。

「あ、でも変なとこイジんないでよ」

「うん」

「何かしたら親子の縁えん切るから」

「分かってるよ！」

　パパはうんうんと何度も頷うなずく。

　こんな冗じよう談だんに必死すぎ。

　子こ煩ぼん悩のうな父親って、パパみたいな人を言うんだと思う。

　私はカメラアプリを起動したスマホを渡わたす。

「えっと、これ撮る時どうするの？」

「それはここを押して……」

　スマホに苦戦するパパに操作方法を教えるため、私は体を近づけた。

　すると、におう。

　パパのにおいが。

「……」

「ん？　どうしたの？」

「何でもない」

　私は何でもないフリをして、カメラの操作方法を教える。

　と。

「むぅ～～」

　なんか姉が膨ふくれていた。

「……どうしたのお姉ちゃん？」

「ふたりともくっつきすぎですよ！」

　お姉ちゃんは駄だ々だをこねるみたいに腕うでを上下に振る。

　ほっぺたがフグみたいになっている。

　あーもう。

「カメラの使い方教えてただけだって」

「でも、セイラだけズルい」

「はいはい」

　まったくこのファザコン姉は。

　妹に嫉しつ妬とって何なのよ。

「おーい、ふたりとも並んでー。撮るよー」

「はーい」

「……」

　それにしてもお姉ちゃんは楽しそう。

　私なんて進学と同時に引ひっ越こしなんて大イベントに心臓バクバクなのに。

　今朝もスカート丈たけでメチャクチャ悩なやんだし。

　引っ越したばかりの陽ノ目荘のこともそう。

　サキはともかく、あとのふたりは変すぎ。

　ツヅラって人は気がつくとお酒飲んでるし。

　シリンって人は私を見ると逃にげるように部屋に帰るし。

　私、ここで上う手まくやっていけるのかな……。

「セイラ、セイラ」

「！」

　名前を呼ばれ、私は現実に引き戻される。

　ちょっとボーッとしてた。

「なに、お姉ちゃん？」

「今度は私とパパで写りたいから、セイラが写真撮って」

「はいはい」

　私が了りよう承しようすると、お姉ちゃんは喜んでパパを手招きする。

　パパはスマホを覗のぞき込みながら、俯うつむいて歩いてきた。

　あれ……何してるんだろ？

「おとーさん、スマホ」

　私はスマホを受け取ろうと手を伸のばす。

　スマホを見ていたパパは、私の声に気がつき、顔を上げ。

「あ、うん。ところで、さっき撮った写真はどう見るんだい？」

「！」

　その瞬しゆん間かん、私は強ごう引いんにパパからスマホを奪うばい取った。

「勝手にイジらないでって言ったでしょ！」

「ご、ごめん！　上手く撮れてるか確かく認にんしようと……」

「……ったく」

　私は胸の動どう悸きを抑おさえながら、スマホの画像フォルダを確認する。

「……うん。ちゃんと撮れてるから。ほら、次お姉ちゃんと撮るんでしょ」

「うん。あ、ごめんな」

「もういいから」

　私はパパを追い払はらう。

　まだドキドキしてる。

　あーもう、親がこれ以上娘むすめに余計なプレッシャー与あたえないでよね。

「じゃー撮るよー」

　私は適当に声をかけ、ふたりをパシャリ。

「どう？　どう？　上手く撮れた!?」

「あとで家のパソコンで印刷してあげるから、勝手に人のスマホ見ようとすんなー！」

「ほらほら、キララ。セイラが嫌いやがってるからヤメなさい」

「む～、あ、じゃあ次はセイラもお父さんと撮ってあげますよ」

「……別にいい。お姉ちゃんこういう機械苦手でしょ」

「遠慮しなくていいのよ？」

「スマホ壊こわされたくないの！」

　しつこいお姉ちゃんを引っ剝ぺがすのにはいつも苦労する。

「……」

　一方、パパは私に記念撮影を断られて、ショックを受けた顔をしていた。

　……いちいち傷つかないでよね。

　その後、しばらくして気を取り直したパパは。

「じゃあ、そろそろ中に入ろうか」

「はい、お父さん」

　お姉ちゃんは頷いて、パパの腕に自分の腕を迷いなく絡からめた。

　パパは少し困った顔をしたけど、今日が入学式だからなのか大目に見たようで、お姉ちゃんの好きにさせている。

「……」

　私はふたりと一緒にされたくなくて、ちょっと後ろをついていく。

　ああ、恥はずかしい。

　何でお姉ちゃんはそんな素す直なおにパパを好き好き言えるんだろう。

　こんな人目のある場所で。

　私たち、もう中学生だよ？

　もっとさ、気にしなきゃいけないことってあるじゃん。

　ファザコンとか、無理じゃん。

　パパと結けつ婚こんしたいとか、いつまでも言ってらんないし。

　そういうの……私ついてけないし。

「……」

　私は気分を紛まぎらわせるためにスマホをイジる。

　開いたのは画像フォルダ。

　画面をスクロールして、何重にも擬ぎ装そうしたフォルダを開いて開いて開く。

　フォルダ内のファイル数は『６９９』。

　その中の写真を一枚開く。

　それはこの前撮とったばかりの写真。

　引っ越し準備で疲つかれて居い眠ねむりをしていたパパの寝ね顔がお写真。

「……」

　最近のスマホは盗とう撮さつ防止で写真を撮るのに必ず音が出るからやりづらい。

　それでもスマホを買ってもらってから、コツコツ撮りためてきたのだ。

　さっきはパパがうっかりこのフォルダを開くんじゃないかって、本当にヒヤヒヤした。

　こんなの絶対知られたらマズいし。

　だからこれは誰だれにもヒミツのフォルダだ。

　絶対に、知られちゃいけない。

「なーんでそんな好き好き言えるのかねー……」

　ふたりのあとをついていきながら、私は小さく呟つぶやいた。










　　　エロマンガ先生







「ふぅ……今いま頃ごろセイラたちはお昼かな？」

　僕は玄げん関かんを掃はく手を休め、額の汗あせを軽く拭ぬぐう。

　陽ひノの目め荘そうの表を掃そう除じしていたら、太陽はもう頭の真上に来ていた。

　だいぶ掃き終わったし、そろそろ休きゆう憩けいにしよう。

　僕は箒ほうきを片づけ、寮りようの中に戻もどる。

　昼食はラーメンでも作ろうか。

　確か材料が残っていたはずだ。

「ラーメン。ラーメン」

　口に出していたらお腹なかも空いてきた。

　僕は共用台所に入り、冷蔵庫を開ける。

　さてさて、と僕が麵めんとスープの素もとを取り出していると。

「管理人さん！」

「！」

　突とつ然ぜん、背後から大声で呼ばれてビックリする。

「二にノの木ぎさん、どうしましたか？」

　声の主は２０１号室の二ノ木さんだった。

　今日は素面しらふのようだ。

　珍めずらしい。

「お願い！　手を貸して！」

　しかし、その表情はただならぬ様子だった。

　よく分からないが手が必要らしい。

「分かりました。いいですよ」

　僕はラーメンを諦あきらめ、冷蔵庫の扉とびらを閉める。

　と、そこで二ノ木さんに手を摑つかんで引っ張られた。

「えっと、何があったんですか？」

「いいから早く来て！」

　二ノ木さんは僕を引っ張りながら階段をのぼる。

　二階に上がったと思ったら、彼女はそのまま自分の部屋に僕を連れ込んだ。

「おう……」

　入った瞬間、思わず声が漏もれる。

　二ノ木さんの部屋は何と言うか……。

　言ってしまうと、汚きたなかった。

　酒さか瓶びん。

　ビールの空あき缶かん。

　脱ぬぎ散らかされた下着。

　あと大量のエロ本。

　その他のゴミなどなど。

　そんな物で床ゆかの八割が占しめられている。

「ほら、入って入って」

「あ、はい」

　僕は言われた通り中に入る。

　物と物の隙すき間まを縫ぬうようにして歩き、何とか部屋の中央へ。

　こうして住人の部屋に入るのははじめてだが、やっぱり管理人室と比べると狭せまい……のだと思う。

　ゴミが多くて狭く見えているだけかもしれないが。

「えーと、それで結局何があったんですか？」

　僕は改めて尋たずねる。

　ただこの部屋の惨さん状じようからすると……。

　いわゆる「Ｇ」が出たのだろうか？

　二ノ木さんの慌あわてぶりから考えると、充じゆう分ぶんにあり得る。

　ただまあ、逆に彼女にも「Ｇ」に怯おびえる感性はあったのかと、謎なぞの安心感も同時に湧わいた。

　なんて、思っていると。




　ガチャン




　……なぜか鍵かぎをかけられた。

　気づいたら二ノ木さんは部屋のドアの前に陣じん取どり、そこにあぐらをかいていた。

　これでは彼女がどいてくれない限り外に出られない。

　え？

　閉じ込められた？

　…………何で!?

　彼女の意味不明な行動に軽く怯える。

「えっと……」

「管理人さん、一生のお願い！」

　二ノ木さんはパシンッと両手を合わせ、拝むように言った。




「何も言わずにあたしにち〇こ見せて！」




「…………はい!?」

　二は十た歳ちを越こえているとはいえ、年下の女性からの唐とう突とつなセクハラ。

　さすがにビビるを通り越こして耳を疑った。

　そこでふと二ノ木さんが画板を首から提さげているのに気づいた。

　あの学生の写生大会とかで使うアレだ。

　右手には２Ｂ鉛えん筆ぴつ。

　左手には消しゴム。

　あぐらをかく彼女の両りよう脇わきにはインクにＧペン。

「……二ノ木さん」

「何？」

「この前は聞きそびれましたが……ご職業は？」

「そんなの見りゃ分かるでしょ？」

　二ノ木さんは胸を張って言った。

「エロマンガ家よ！」

「……」

　そういえば彼女からはよくインクの匂においがした。

　床に散らばるエロ本は資料ということか。

　凄すごく納なつ得とくした。

「それで、あの、ち〇こ見せて欲しいというのは？」

「いやー、なんか急にち〇この描かき方ド忘れしちゃってさー」

　ハッハッハと二ノ木さんは鉛筆で頭を搔かく。

「で、描き方思い出すために実物のスケッチさせて欲しいなって」

「………………………………………………マジですか」

「マジ。マジ。大マジ」

「……」

　僕は返答に困る。

　いや、普ふ通つうなら断るのだろうけど。

　前職柄がら、作家のスランプというのには敏びん感かんなのだ。

　書きたいのに書けない。

　描きたいのに描けない。

　冗じよう談だんみたいな状じよう況きようだが、当人からすれば深刻な問題なはずである。

「………………………………」

　僕はタップリ１分間悩なやんだ。

　そして。

「…………分かりました」

「わーい、ありがとー管理人さん！」

　二ノ木さんは諸もろ手てを挙げて喜ぶ。

　そんなに喜ばれても正直複雑だが……。

「あっ、できれば勃ぼつ起きさせて欲しいんだけど、すぐ勃たたないならあたしのオッパイ見せようか？」

「結構です！」

「え、もう勃ってるの？」

「そういうことではなく……」

　ヒドい。

　なんて会話だ。

「早く脱いでー」

　二ノ木さんはそう言って、急せかすように手拍子する。

　スゴく……脱ぎづらいです…………。

　このことをキララが知ったら、また跳とび蹴げりが炸さく裂れつしそうだ。

「あの……娘むすめたちには内密にしてくださいよ」

「はーい」

「………………じゃあ」

　僕は覚かく悟ごを決めてベルトをはずした。

　二ノ木さんはすでに鉛筆を構えている。

「……ッ！」

　僕は羞しゆう恥ちを感じながら一気にズボンを下ろした。

　と、その時部屋のドアがノックされる。

「あのーツヅラさん、また私の洗せん濯たく物ものに下着が混じってましたよ？」

　この声は狩野さん？

　二ノ木さんに件くだんの下着を届けに来たらしい。

「あっごめーん」

「って、二ノ木さん!?」

　なぜ躊ちゆう躇ちよなく鍵を開け……っ!?

「もう、今度からちゃんと気をつけて……」

　呆あきれ声を出しながら狩野さんは部屋の中を覗のぞき込み、そこに僕がいることに気づく。

　下半身丸出しの、この僕を。

「……え？　えっと……あの」

　狩野さんは一いつ瞬しゆん僕を見て凍こおりついた。

　これがどういう状況なのか分からないといった表情。

　が、そのフリーズから立ち直るとみるみる内に顔を赤くして。

「ししし失礼しましたー！」

「ちょっ、待って！　誤解です！」

　僕が止めるよりも早く狩野さんは扉とびらをバタンッと閉める。

「ぬわっ！」

　追いかけて誤解を解こうとするが、脱ぎかけのズボンが足に引っかかる。

　床のゴミと下着を盛せい大だいに舞まい上げ、僕は間ま抜ぬけにスッ転んだ。

「シリーン、あたしの下着返してよー」

「その前に彼女を止めてください！　あと誤解を解いてください！」




　その後、何とか狩野さんの誤解は解けたが、しばらく彼女との間に微び妙みような空気が漂ただよったのは言うまでもない。










　　　ブラジャー







　引っ越しも入学式も無事終わり、ようやく落ち着いた週末の午後。

　その日の朝食を終え、管理人室に戻もどってしばらく経たった頃ころだった。

「お父さん、実はお願いがあるのですが」

　キララがふと改まった態度で僕に言った。

「お願い？」

「はい。ちょっと買って欲ほしいものがあって」

　欲しいものと言われ、ちょっと驚おどろいた。

　キララがおねだりなんて珍めずらしい。

「えー、お姉ちゃんだけズルい。私も買い物行きたい」

　居間でテレビを見つつポテチを食べていたセイラが、僕らの話を聞きつけて私も私もと連呼する。

　まあ、そちらは一いつ旦たん置いておくとして。

「それで、欲しいものって何だい？」

「はい。私も中学生になりましたし……その」

　キララはポッと赤らめた頰ほおに手を添そえて、

「私、ブラジャーが欲しいんです」

　と言った。

　その時、隣となりでバキョッと音がする。

「!?」

　何事かと思って音のした方を振ふり返る。

「……」

　セイラが無言で真顔になっていた。

　その手からは握にぎり潰つぶしたポテチの破は片へんがパラパラとこぼれ落ちている。

　ふたりは双ふた子ごだ。

　だが双子だからって体の成長具合まで同じとは限らない。

　しかも彼女たちは思春期。

　そういうところの成長が気になるお年とし頃ごろだろう。

　ゆえにこの話題はなるべくデリケートに扱あつかう必要がある。

　まあ、キララの話のつづきを聞く以外にできることなんてないのだけれど。

「そ、そっか～。キララにはもうブラジャーが必要な時期か」

「はい。最近、胸が揺ゆれて痛くて」

　バキョッ

　また罪のないポテチがコナゴナに！

　でも今のは「キララには」と言った僕も悪かった！

　それではまるで「セイラには」必要ないみたいではないか。

　セイラから感じるプレッシャーに僕はさらに冷ひや汗あせを流す。

　とはいえ、年頃の娘に下着は必要か。

「分かった。それじゃあ今日買いに行こうか」

「はい！」

「お店とかは探してあるの？」

「はい。インターパーク、という所に専門店があるみたいです」

「ああ、あそこか」

　確かにインターパークなら大たい概がいの物は揃そろう。

「じゃあ、バスで行って、お昼も向こうで食べようか」

「はい」

　キララは嬉うれしそうに外出の準備を始める。

　その一方で、僕は恐おそる恐るセイラの横顔に視線を向けた。

「セイラも一いつ緒しよに行く？　行かないならお昼代置いていくけど」

「………………行く」

　セイラは不ふ機き嫌げんな顔のまま頷うなずく。

　買い物自体には行きたいようだ。

　というわけで、親子三人でインターパークに行くことにした。







「なんかデカっ」

「わあ、大きなショッピングモールですね」

　駅から出ている無料シャトルバスを降りた娘たちは、インターパークを見て各おの々おの驚きの声をあげた。

　正式名めい称しようはインターパークＦＫＤタウン。

　福田屋百貨店ＦＫＤが運営する巨きよ大だいショッピングモールをはじめとして、様々な施し設せつや店てん舗ぽがひしめき合う大規模商業施設である。

　どのくらい巨大かというと、この施設の開発によって宇う都つの宮みや市内の町名が一部変へん更こうされ、「インターパーク一丁目」とか「インターパーク二丁目」という新しい住所ができたくらい。

　いわゆる地方百貨店の成功例だ。

　イメージが湧わかない人は「田舎　イオン」で検けん索さくすればいいと思う。

「さてと、じゃあ行こうか」

「はい」

「服屋さんならあっちの建物だね」

　僕は記き憶おくを頼たよりにインターパークを歩く。

　ここへ来るのは十年ぶりくらいだが、相変わらず広い。

　デパートは縦に長い建物だが、ショッピングモールは平面状に広い。

　そのため移動距きよ離りもそれなりだ。

「懐なつかしいなぁ」

　十年前まで、僕はここから少し離はなれたところに住んでいた。

　なので何度か遊びに来たことがある。

　まだ学生時代の話だ。

　地元に戻ってきたのは、悪友ナガレの紹しよう介かいがあったから。

　アイツに陽ノ目荘の管理人の話をもらってなかったら、まだ東京にいたかもしれない。

　そういえばこっちに来てからまだナガレと会えていない。

　僕というより向こうの都合が合わない所せ為いだが。

　世話になったことも含ふくめて、その内礼を言いに行かなければ。

「お父さん！」

　その時、キララが大きな声で僕を呼んだ。

「どうしたんですか？　ボーッとして」

「いや、何でもないよ」

「そうですか？」

　少し前を歩いていた彼女は戻ってきて、僕の腕うでをグイグイと引っ張り始める。

「ほら、早く行きましょう」

「あ、うん」

　キララはそのまま僕と腕を組んで歩き始める。

　セイラはそんな僕らを相変わらずブスッとした顔で見ていた。

　やがて『ビレッジ』と呼ばれるファッション専門店の多く並ぶエリアに到とう着ちやくする。

「あっ、このお店です」

　そう言ってキララが指差したのは、都内でも看板を出している有名店だった。

　ランジェリー類を広く取り扱っているお店で、確かにここなら中・高校生向けの下着も売ってそうである。

「じゃあ、お金渡わたすから好きな物を買ってきなさい」

　僕がそう言うと、キララが驚いた表情を浮うかべる。

「えっ？　お父さん行っちゃうんですか？」

「ん？　いや、ほらお父さんにこういうところは……」

　女性下着店なんて男にとって最大のアウェイのひとつだ。

　僕がお店に入ったら確実に悪目立ちするだろう。

　だから最初から入るつもりはなかった。

　が、キララが腕を放してくれない。

「キララ？」

「……お父さんに選んで欲しいです」

「えぇ？」

　僕は困こん惑わくする。

「だって私の初めてのブラですよ？」

「う、うん？」

「初ブラはお父さんに選んで欲しいです！」

「いや、そんなこと言われてもなぁ」

「あとお父さんの好みも教えて欲しいです！」

「それはちょっと……」

「私に着せたい下着を選んで欲しいです！」

「その前に言葉を選んで欲しいな！」

「お礼に今度の父の日には、私がお父さんに穿はかせたい下着をプレゼントしますから！」

「もっと普ふ通つうの物でいいよ!?」

　何を言ってもキララは腕を放してくれない。

　お店の前で騒さわぐ僕らを見て野や次じ馬うままで集まってくる。

「……分かった！　分かったから！」

　僕はついに観念して、娘むすめとランジェリーショップに入ることを承しよう諾だくした。

　それを聞いてキララは喜び、セイラは額に手を当てて恥はずかしそうにため息をついた。







　ピンク。

　水色。

　赤。

　白。

　黒。

　目に眩まぶしい光景に思わず唸うなりそうになる。

　唸るというか呻うめくというか。

　わけもなく圧あつ倒とうされそうだ。

　本能がここをアウェイだと告げている。

　実際、店内に男性客は僕だけだし、結構ジロジロ見られている気がする。

　それにやっぱり僕ら親子は似ていない。

　それが余計に視線を集めているようだ。

　まあ、それくらいなら慣れてるし別にいいんだけど……。

「お父さん、どうですか？」

　キララが両手にブラジャーを取って、嬉しそうに僕に尋たずねてくる。

　右はピンクの水玉。

　左は白のフリル。

「うん。どっちもかわいいよ」

「欲よく情じようしますか？」

「娘に欲情なんてしません」

「ではもっとセクシーなのを選びます！」

「かわいいのでいいよ」

「でも」

「キララはかわいいのが似合うよ」

「かわいいのにします！」

　キララは興奮気味に頷き、次のブラジャーを選び始める。

　まあ、娘が楽しそうなのはよかった。

　僕は胃に穴があきそうだけど。

　通報……されないといいな。

　いろんな意味でドキドキのブラジャー選びタイムが終わり、キララは最終的に三つほど候補を選んだ。

「あとは実際につけてみて決めます。すいませーん、店員さーん」

　キララは女性の店員さんを呼ぶ。

「はいお客様。お待たせしました」

「すみません。これ試着してみたいんですけど」

「かしこまりました。ブラをなさるのは初めてでしょうか？」

「はい」

「ではまずお胸のサイズをお測り致いたしますね。どうぞこちらへ」

　店員さんは丁てい寧ねいに対応してくれたが、確実に一いつ瞬しゆんだけ僕の顔をチラリと見た。

　いや、本当に親子なんです。援〇じゃないです。

　視線で必死に無実をアピールしたが、通じたかどうかは半々といったところ。

　という感じで、キララは店員さんに連れられて試着室へと移動する。

　まぁ、これでいちおう一段落か。

　あとはキララが戻もどってくるのを待つだけだ。

「パパ。私もその辺見てくるね」

　ふと暇ひまそうにしていたセイラがそう言ってどこかへ行こうとする。

「えっ、それなら僕も一緒に」

　こんなところにひとりで残されるのは心細すぎる！

「ヤダ。ついてこないで」

　しかし、無情にもセイラは僕を見捨ててお店を出て行ってしまった。

「セ、セイラ～」

　娘の反はん抗こう期がツラい。

　あと周りの視線もツラい。

　まるで無人島にひとりで漂ひよう着ちやくしたような気分だ。

　ダレカタスケテ。

「おっ、管理人さんじゃーん」

「！」

　その時、聞き覚えのある声がして、思わずそちらを振ふり返った。

「二ノ木さん！」

「よっす、こんなところで何してんのー？」

　二ノ木さんは相変わらず陽気な様子で訊きいてきた。

　地じ獄ごくに仏ほとけとはこのことか。

「娘たちの買い物の付き添そいです」

「へぇー、いつも一いつ緒しよに買いに来てるの？」

「いえ、初めてですけど？」

「そうなんだ。ファーストブラにしては遅おそいね」

「ファー……え？　中一で遅いですか？」

「ブラは年ねん齢れいじゃなくて体の成長に合わせるものだし」

「な、なるほど」

　言われてみればそうだ。

　そういえば今朝のキララも「胸が揺ゆれて痛い」と言っていたし。

　小学生にブラはまだ早い、と思っていたのは僕の偏へん見けんだった。

　帰ったら反省しよう。

「ところで、二ノ木さんも買い物ですか？」

「うん。資料買いに」

「資料？」

「そうそう漫まん画がの資料」

「……」

　彼女はエロマンガ家。

　つまりそれ用の資料ということだ。

　……うんまあ、資料は大事だし。

「あっ、よかったら娘さんが買った下着、あたしにも見せてくれない？　最近の中学生がどんな下着選ぶのか気になる」

「この流れで頷うなずくのは物もの凄すごく抵てい抗こうがあるんですが……」

「えー」

　さすがに娘のをモデルにされるのは父親として抵抗がある。

　と、僕らがそんなやり取りをしていると。

「すみません。お客様」

「はい？」

　声をかけられて振り返ると、先さき程ほどの女性店員さんが困った顔をしていた。

「何でしょうか？」

「その、実は……」

　店員さんは言いにくそうに眉まゆ根ねを寄せて。

「娘さんが……」

「娘が何か？」

「試着した下着をお父さんに見ていただいて意見を聞きたいと仰おつしやってまして……」

「あー……」

　僕は思わず頭を抱かかえそうになる。

　男が試着室に入るのはさすがに……。

「えっと……とりあえず、自分で選びなさいと伝えてもらえますか？」

「かしこまりました」

　女性店員さんは頷いて一度試着室の方へ戻っていく。

　しかし、再び僕の許へやってきて。

「お父さんにどうしても見て欲しい、と」

「……」

「あと、変な下着を買ってしまったら、毎朝お父さんに見せるのが恥ずかしい、とも」

　キララー!?

　何で毎朝見せること前提なのかな!?

　おかげで店員さんの目が「親、子……？」みたいになってるよ！

「……すみません。行きます」

　これ以上変な誤解が広まっても困るので、僕は渋しぶ々しぶ試着室へ向かうことにした。

　だが試着室に入る直前で再び立ち止まる。

　だってもう「え？　あの人何やってるの？」って視線がスゴい。

　そりゃそうだろって自分でもそう思う。

「あの……こういうところに男が入ってもいいんですか？」

「本当はダメなんですけど、今は娘むすめさんひとりですし、特別ということで」

「あ、そうですか……」

　気を利きかせてくれたのだろうけど、正直ツラい。

　僕は観念して試着室の中に入った。

　試着室の中にはカーテンで区切られた場所が全部で六つあった。

　今はその内のひとつだけが閉じている。

「そちらのカーテンです」

「はい。どうも」

　僕は閉じたカーテンの前に向かう。

「えーと、キ、キララ？」

「はい！」

　カーテンの向こうから元気な声が聞こえる。

「すみません。わざわざ来ていただいて」

「あー、その、いや」

　何と言うべきか迷って、結局僕は言葉を吞のみ込んだ。

　まあ、怒おこるようなことじゃないし。

　ちょっと後ろの店員さんの視線が気まずいだけで。

「えっと、それで僕の意見が聞きたいんだっけ？」

「はい。どうぞ入ってください」

「いやいやいや」

　さすがにそれは。

「ではカーテンを開けますので……」

「ストップ！」

「？」

「～～～」

　僕は背中に店員さんの視線を感じながら、試着室のカーテンの端から頭だけ突つっ込こんだ。

　中には当然、キララがいた。

「どうですか、お父さん？」

　キララがつけていたのはフリルたっぷりの、非常に女の子ちっくでありながら、少し大人っぽさも感じるデザインの物だった。

　というか、なんだ……。

　誤解を恐おそれずに言うと──我が娘ながら、これはエロい。

　本当にこれで今年の三月までランドセルを背負っていたのかと。

　元々大人びていたが、これはちょっとマズいのでは？

　なにしろ娘の通う中学校は共学だ。

　こんな下着をつけた娘が同じ教室にいたら確実に男子生徒の成績が下がると思う。

「お父さん？」

「！」

　マジメに悩なやんでいた僕の顔を、キララが上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んでいた。

　見下ろした必然で、下着姿の娘の谷間が目に入る。

　谷間？

　え!?

　谷間!?

　下着の「寄せて上げる」補整があるとはいえ、こんなに!?
















　娘の成長具合に思わず慄おののく。

　さらにほのかに香かおる女の子特有の香り。

　うん。

　これやっぱりアウト。

　中学生が出していい色気じゃないやこれ。

「うん。似合ってると思うけど、お父さんはもっと大人しいデザインの方が好きだな」

「えっ!?　じゃあ、こっちの水玉のとかどうですか!?」

「ウンウン。そういうのがいいと思うよ」

　それはちょっと子供っぽいデザインだったが、キララにはそれくらいでバランスが取れてると思う。

「これにします！」

　キララはウキウキとした声こわ音ねで頷いた。

　それから改めて店員さんにサイズを測ってもらうことになって、僕は試着室をあとにした。

「管理人さん、なんかゲッソリしてない？」

「ハハハ……」

　待ってくれていた二ノ木さんに小首を傾かしげられ、僕は愛あい想そ笑いを浮うかべるくらいしかできなかった。

「ねぇねぇ、ところでさ」

「？」

「あっちにいるのってセイラちゃんよね？」

　二ノ木さんがお店の反対側を小さく指差す。

　確かに、そこには見覚えのある髪かみ色の後頭部がちょっとだけ見えていた。

　あれ？　でもさっきその辺見てくるって……？

　いつの間に戻もどってきたんだろう？

「セイラ？」

「!?」

　僕が近寄って声をかけると、セイラはビックリしたように振ふり返った。

　その手に持っているのは……ブラジャー？

「セイラもブラジャー欲ほしいのかい？」

「べっ、別に、これは違ちがうし！」

　セイラは慌あわててブラジャーをハンガーラックに戻す。

「私にはまだ必要ないし、ホントただなんとなく見てただけで」

「んーそんなことないんじゃないかにゃー？」

「へ？」

　いつの間にか二ノ木さんがセイラの背後に回り込んでいた。

　そして、唐とう突とつに後ろからセイラの胸を鷲わし摑づかみにした。

「キャアア何なにナニ!?　放はなして、放してってば！」

「ふむふむ」

　悲鳴を上げるセイラの声など意に介かいさず、冷静に胸を揉もむ二ノ木さん。

　いやホントなにしてるのこの人!?

「あ、あの二ノ木さん!?」

「うんうん、これはいいチッパイですな」

「誰だれがチッパイよ！」

「アハハ、ごめんごめん」

　セイラにバシバシ叩たたかれて、二ノ木さんはようやく手を放す。

「パパ！　この人やっぱり痴ち女じよだよ、早く寮りようから追い出して！」

「まあまあ落ち着きなよセイラちゃん」

「アンタが言うな！」

　僕の背中に隠かくれてガルルルと威い嚇かくするセイラ。

　まあ突とつ然ぜん胸を揉まれたら誰だって……。

「セイラちゃんの胸、ちょっと膨ふくらんでるじゃない」

「え？」

　驚おどろきの声を上げたのは僕だった。

「……っ」

　娘の顔はトマトみたいに真っ赤になる。

　どうやら事実のようだ。

「まあ、まだまだミニサイズだけど全体的に膨らみ始めてるし、セイラちゃんもブラつけていい頃ころ合あいなんじゃない？」

　さっきの二ノ木さんはそれを確かめていたらしい。

　いや、それはひとまずいいとして。

「セイラ、何で言わなかったんだい？」

　セイラにも必要ならブラジャーを買ってあげないといけない。

「別にいらないし、まだお姉ちゃんより小さいし……」

「大だい丈じよう夫ぶだってー。セイラちゃんくらいの大きさならもうつけていいって」

「かわいいキャミだって持ってるし、ブラはまだ早いっていうか……」

「キャミもブラも持ってていいじゃん。かわいい物はたくさん持ってて損ないし」

「中一でブラとかしてて変に思われたら嫌いやだし……」

「早い子は小学生でもうつけてるって。ちゃんとブラしないと将来形が崩くずれちゃうよ？」

「そうだよセイラ」

　さっき二ノ木さんにファーストブラについて指し摘てきされた僕も同意する。

「でも……だって……」

　セイラは俯うつむいて、ますます頰ほおを赤らめる。

　それからチラッと僕の顔を見て、

「だって……パパに言うの、恥はずかしかったんだもん」

　本当に蚊かの鳴くような声で、そう言った。

「……」

　ああ、なるほど。

　確かにそういうことを男親の僕に相談するのは恥ずかしいよなぁ。

　まあ、キララの場合は別として。

　それとももしかして。

　今朝セイラが不ふ機き嫌げんだったのは、自分が相談できないことを姉がアッサリ口にしたことに対して、ついモヤッとしてしまったからなのかもしれない。

　僕はポンポンとセイラの頭を撫なでる。

「いいからほら、セイラも店員さんにサイズ測ってもらって、自分のを選んできなさい」

「……うん」

　セイラは小さく頷うなずく。

「お父さん！」

　その時ちょうどキララが試着室から戻ってきた。

「お帰りキララ。決まった？」

「はい。やっぱりこれにしました」

　キララは先さき程ほどの水玉のブラジャーを掲かかげ笑え顔がおでそう言った。

　そのブラジャーを見て、セイラは怪け訝げんな目をする。

「それ、お姉ちゃんにはなんか子供っぽくない？」

「そう？」

「微び妙みよう」

「むっ！」

　微妙と言われ、キララは頰をぷくーっと膨らませる。

「そんなことないわ。だってお父さんにも直接見て選んでもらったんだから！」

　キララの発言に、今度はセイラが目を丸くする番だ。

「パパに、直接？」

「そうよ。試着室で、直接！」

「へぇー……」

　セイラの冷たい目が僕を下からジッと睨にらむ。

「だからほら、セイラも私とお揃そろいの柄がらにした方がお父さんも喜びますよ」

「いい」

　セイラはスパッと姉の提案を断って、自分で選んだブラジャーを持ってとっとと試着室に行ってしまった。

「もうっ、セイラったら。どうせなら姉妹しまいで下着も揃えたかったのに」

「あー……たぶん、恥ずかしかったんじゃないかな？」

「え？　どうしてですか？」

　キララは不思議そうに僕に尋たずねた。

　二ノ木さんは僕らのやり取りをニヤニヤしながら眺ながめていた。

　結局、その後セイラは僕と一度も口を利きいてくれず、フードコートで昼食をとったあと軽くインターパークを見て回ってから帰宅した。

　その日の夜。

「ふぅー」

　共用風ぶ呂ろから戻った僕は、大きく息を吐はきながら居間のソファに深く腰こしを下ろした。

　管理人なので他の住人に気を遣つかって、僕が入るのはいつも最後だ。

　娘むすめたちは明日学校なのでもう寝ねている。

　テレビもつけてないので部屋も静かだ。

　人によっては晩ばん酌しやくとかするんだろうな。

　僕はあまりひとりで飲まないからボーッとするしかない。

　と。

「パパ」

「セイラ？」

　姉妹部屋の襖ふすまを開け、セイラが静かに居間に入ってきた。

　もうパジャマを着ていて、てっきり寝てるのかと思ったけど。

「眠ねむれないのかい？」

「えっと、ううん」

　セイラは髪を指先でイジッている。

　これは言いにくいことがある時の癖くせだ。

　こういう時は彼女が自分から言ってくれるまで待った方がいい。

　しばらくして。

「あのさ」

「ん？」

「……」

　そこでふとセイラはパジャマの前ボタンをはずす。

「セイラ？」

　え？　何してるの？

　娘はそのままボタンを全部はずした。

　それからまた少し躊躇ためらったあと、パジャマの前を開く。

「……どう？」

「えーと？」

「……似合う？」

　ああ、そういうことか！

　何をする気なのかとちょっと焦あせった。

「うん。セイラに似合ってるよ」

　お店ではずっと手て許もとで隠して見せてくれなかったので、セイラが買った下着は今初めて見る。

　彼女が選んだのはピンクのフリルつき。

　最初にキララが選んだブラジャーとデザインがよく似ていた。

　そういうところはやっぱり双ふた子ごなんだなと思う。

「……お姉ちゃんとどっちが似合う？」

「え？　うーん、それは決められないなぁ。ふたりともかわいいから」

「……ん。そう」

　セイラは少し目を逸そらした。

　その横顔はちょっと不満そうで。

「分かった。それだけ。じゃあ、おやすみ」

　セイラは手早くボタンを留め直すと部屋に戻もどっていった。

「おやすみ」

　何だったんだろう？

　そんなに感想が聞きたかったのかな？

　娘の不思議な行動に首を傾かしげつつ、僕もそろそろ寝るかと居間に布ふ団とんを敷しき始めた。







　ちなみに翌朝。

「お父さん。昨日店員さんにブラのつけ方を教わったんですが、やり方を忘れてしまいました。寄せて上げるってどうやるんですか？」

「ちょっ、お姉ちゃん着き替がえ中に襖開けないでよ！」

「ふたりとも朝は静かに……」

　朝から騒さわがしいふたりを僕は注意した。

　するとセイラは怒いかり狂くるった目で僕を睨んで。

「パパも見ないでよ！」

「え、えぇー？」

　本当に昨夜のは何だったんだ？
















　年とし頃ごろの娘の気持ちは、やはり奇き々き怪かい々かいである。










　　　親子でお風ふ呂ろ







　陽ひノの目め荘そうのお風呂は共用だ。

　湯船は結構広めで、４～５人くらいなら一いつ緒しよに入れる。

　と言っても、管理人の僕が入るのはいつも最後だ。

「ふぅ～」

　湯船に浸つかりながら、一日の疲つかれをため息とともに吐き出す。

　当然だけど、男の僕はひとりで風呂に入っている。

　陽ノ目荘のお風呂は時間割制で、18時から23時までは女性、それ以降が男性（というか僕）が入る時間となっている。

　必然的に残り湯だが、足を好きなだけ伸のばせるお風呂はなかなか贅ぜい沢たくだ。

　広すぎて少し寂さびしい気もするが。

　まあそんなことを言う歳としでもない。

「明日の夕飯は何を作ろうかな」

　今日は鯖さばの味み噌そ煮にだった。

　なら明日はお肉系がいいだろうか？

　それとも陽ノ目荘は女性ばかりだし、もっとヘルシーな物が喜ばれるか？

　段々と皆みなさんとも打ち解けてきたことだし、誰だれかにリクエストを訊きいてみるのもいいかもしれない。

　二にノの木ぎさんはお酒のつまみばかりリクエストしそうだ。

　逆に狩かり野やさんはあまりこだわりがなさそう。

　サキさんは……全然予想がつかない。

　こうして考えてみると、やっぱりまだまだ皆のことを知らないな。

　明日、朝ご飯が終わったら訊いてみよう。

　そんな、明日のことについて考えながら、僕がそろそろ体を洗おうかなと思っていると。

　パタンっと、脱だつ衣い所じよの扉とびらが開く音がした。

「……ん？」

　扉の磨すりガラス越ごしに見ると、脱衣所に誰かの人ひと影かげがあって、何かガサゴソしている。

　誰か脱衣所に忘れ物でもしたのかな？

　と思っていたら、今度はガラガラと音を立てて浴室のドアが開く。

「え!?」

「お父さん、久しぶりにお風呂ご一緒しましょう」

　浴室に入ってきたのはキララだった。

　その肌はだは日本人とは思えないほど白く、ホクロひとつ見当たらない。

　この前ブラジャーを買いに行った時に見た胸は、やはり中学に上がると同時に急成長を果たしたようで、見事なお椀わん形をしている。

　こうして見るとケガも見当たらず、健康に育ってくれているのは親として喜ばしいことだ。

　さて、それはそれとして。

「……キララはさっきお風呂入ってなかったっけ？」

「二度風呂です」

「明日も早いからもう寝なさい」

「大だい丈じよう夫ぶです。お背中流すだけですから」

「……」

　ダメだ。この手の押し引きにキララは滅めつ法ぽう強い。

　それに彼女は親子で一緒にお風呂に入りたいと言っているだけなのだ。

　キララももう中学生だが、あり得ないというほどでもないか。

　発育が中学生離ばなれしてるところが、問題と言えば問題かもしれないけど。

　それを僕から指し摘てきするのも、逆にそういう目で娘の体を見ているようで居い心ごこ地ちが悪い。

　かといって、この現場を二ノ木さんや狩野さんに見られでもしたら、それこそあらぬ疑いをかけられてしまうかもしれない。

　仕方ない……。

　かくなる上はささっと背中を流してもらって、早めに出て行ってもらうとするか。

「それじゃあ、ちょっとお願いしようかな」

　僕は浴よく槽そうから上がって、風呂椅い子すに腰かける。

　キララは洗面器を持ってきて傍そばに座り、早さつ速そくスポンジを泡あわ立だて始めた。

「失礼します」

「ん」

　スポンジが背に当たり、娘の手で滑なめらかに上下する。

　僕の疲れを労いたわるように、その動きはやさしい。

　体は大きくなっても、こういうところは変わらない。

　僕はしばしここが共用風呂であることを忘れ、スポンジが背中を擦こする感かん触しよくを味わった。
















「力加減はどうですか？」

「ちょうどいいよ」

「よかったです」

　キララは小さくほっと息を吐はく。

「お父さんのお背中流すのも久しぶりですから、まだ上う手まくできるか不安でした」

「久しぶりって……そんなにだっけ？」

「三ヶ月ぶりです」

「そっか」

　言われてみれば結構久しぶりだった。

「この前まで引ひっ越こしの準備で忙いそがしかったしね」

「……私、寂しかったんですよ？」

　キララはふと手を休め、僕の背中にピタリとくっつく。

　……娘むすめに密着されている。

　風呂で。

　全ぜん裸らで。

　いやまあ子供の頃ころから見ている裸はだかだけども。

　さすがにこれはこう、外がい聞ぶん的にマズい。

　しかし、キララはそんなこと気にせず。

「こうしてお父さんの背中に触ふれられる時間が減って、凄すごく物足りませんでした」

「えーと……」

「お父さんの体を求めて毎日疼うずいてしまうんです」

「そういう誤解を招きそうな表現は控ひかえてねキララ」

「誤解？」

　あ、ダメだ。分かってない。

　キララの場合、無む闇やみに語ご彙いが豊富だから、妙みように意味深な表現になっちゃうんだろうなぁ。

　とにかくいろいろと無自覚だ。

　たぶん今も。

「あー、続きしてもらっていいかな？」

「あっ、ごめんなさい。体冷えてしまいますよね」

　キララはパッと体を離はなし、再び僕の体を洗い始めた。

　その手つきは非常に丁てい寧ねいで、正直気持ちいい。

　ちょっと困ったところはあるけれど、本当にできた娘だ。

　僕がそんな感かん慨がいに耽ふけっていると。

「それじゃあ次は前を洗いますね」

「いや、前は自分で洗うよ」

「別に遠えん慮りよなさらなくても」

「いやいや遠慮とかじゃなくてね？」

「ダメです！　さっきも言いましたけど、私はお父さんのが欲ほしくて欲しくて体がムズムズしてるんですから！」

「だからもうちょっと表現に気をつけて！」

「いいから全身くまなく洗わせてください！」

　洗おうとするキララ。

　断固死守する僕。

　親子喧げん嘩かというには些さ細さいな、非常にくだらない攻こう防ぼうが始まる！

　共用風呂でドッタンバッタン。

　管理人としてあるまじき夜の大おお騒さわぎ。

　しかし、親子といえど死守すべきラインというものは存在する。

　何とかこの防衛戦は守りきらなければ。

　と、僕らがそんなことをやっていたら。

「お姉ちゃん!?　何してんの!?」

　急に浴室のドアがバタンッと開き、泡あわを食った様子のセイラが駆かけ込んできた。

「あらセイラ。あなたも一緒に入る？」

　キララは至って平静に、なんてことないように提案する。

　それに対してセイラはガァーーッと両りよう腕うでを振ふり回して吠ほえた。

「入るわけないでしょ！　いつの間にか部屋にいないから探しに来てみればお風呂で何を……って、キャアアアア！」

　と、姉に向かって捲まくし立てていたセイラだが、ふと僕を見て悲鳴を上げる。

「お父さんもなんて格好してんのよ！」

　セイラは両手で目を隠かくしながら、耳まで真っ赤にして叫さけぶ。

「いや、ここお風呂だし……」

「そういうこと言ってんじゃないの！」

　やや理り不ふ尽じんにも感じないでもないが、思春期の娘として至し極ごく尤もつともな反応だ。




　その後、親子三人でギャアギャア騒いでいるのを住人たちに目もく撃げきされ、警察呼ぶだの漫まん画がのネタにするだのの騒そう動どうに大発展。

　結局、全すべての誤解が解けたのは深夜零れい時を回ってからのことだった。










　　　狩かり野や紫し凜りんの優ゆう雅がなる休日







『狩野紫凜様

　毎度ご利用ありがとうございます。××××グッズ通つう販はんサイトです。本日お荷物の発送が完かん了りようしました。

　ご到とう着ちやくの確かく認にんは下記のリンクから～～～。』

　私は昨日届いたメールを読み返し、リンクから配送業者のお荷物追つい跡せきサービスを確認する。

「現在配達中、か」

　そりゃそうよね。

　10分前も配達中だったし。

　私はウェブとメールを閉じ、時計を見る。

　メールと繰くり返しにらめっこしていたら、いつの間にかもう午後だ。

　お昼とか食べ忘れてたけどまあいいや。

　もうすぐ『仁じん義ぎ忍にん道どうゴクドウちゃん』のゴクドウちゃんフィギュアが届く。

　完成品写真を見た時から心射い貫ぬかれて、発売を何ヶ月も心待ちにしていた。

　届いたらどこに飾かざろう？

　机の上？

　テレビ台？

　本ほん棚だなの空いてるスペースとか？

　本当に届くのが楽しみで仕方がない。

　このままではずっとソワソワしてしまう。

　適当にソシャゲでスタミナ消費でもしてようかな。

　コンコン

　私がスマホ片手に布ふ団とんに寝ねっ転ころがろうと思った矢先、ドアがノックされた。

「……」

　来客と知って、つい私は身構える。

　正直、人付き合いはあまり得意な方ではない。

　人見知りだし、会話も苦手だ。

　正直居留守を使いたいが、今日はフィギュアが届く日。

　配達の人が来たらどの道部屋を出ねばならず、その時に居留守を使ったことがバレてしまう可能性がある。

　そんな場面、想像しただけで胃が痛い。

　ここでの居留守はハイリスクすぎる。

　私は観念してスマホを枕まくらの上に放ほうり投げ、ドアへと向かった。

「はい？」

　ドアを開け、小声で応対。

　廊ろう下かに立っていたのは、管理人さんの娘さんの、たぶん妹さんだった。

「あの～パパに晩ご飯お蕎そ麦ばにするつもりなんだけど、アレルギーないか訊きいてこいって言われて」

「あ、アレルギーはその、ないです。はい」

「了りよう解かいでーす」

　妹さんは私の返事を聞いて軽く敬礼。

　その仕草はある種フレンドリーで、傍はた目めにとてもかわいらしい。

　これがリアルＪＣ女子中学生の若々しさ。

　マンガだったらたぶん背景メッチャキラキラしてる。

　私みたいな地味ＪＤ女子大生なんか傍そばにいるだけで光で浄じよう化かされて蒸発しそう。

　まあ、それは置いておくとして。

「……」

　改めて見ても、この子は美人さんだなぁと思う。

　もちろん双ふた子ごのお姉さんも。

　美人姉妹しまいという奴やつだ。

　特に妹さんはファッションも垢あか抜ぬけてて今時っぽい。

　同じ教室で授業受けるだけで同級生男子からお金取れそう。

　回かい避ひ不能ＪＣリフレ。

　でもこの子になら喜んでお金払はらう人たぶんいる。

　って、あんまり変な想像するのも失礼かもしれない。

　というか失礼だ。

　あれ？　でも妹さんも私の顔ジッと見ているような……？

「あの、お姉さんのそのメガネって伊だ達てですよね？」

　ふと妹さんが小首を傾かしげながら尋たずねてきた。

「え、これ？」

　いきなり話しかけられ、私は若じやつ干かんキョドりながら自分のメガネを指差す。

「うん、確かにこれは伊達だけど」

「やっぱり！　それ、お洒落しやれだなぁと思ってたんですよ」

「うぇ!?」

　ビックリしてつい変な声が出てしまう。

　だってこれは単に人の視線避よけでかけているだけで、お洒落のつもりなんてサラサラなかったのだから。

　こんなお洒落な子に思わぬ誤解をされ、私はわけが分からず思わず赤面する。

「私も一個くらい持っておこうかなぁ。それかサングラスとか。あの、お姉さんのオススメのお店とかってありますか？」

「あ、の、えっと……！」

　どうしよう。

　どうしよう。

　どうしよう。

　慌あわてすぎて目が回りそう。

　もう冷ひや汗あせドバドバ。

　逃にげ出したい気持ちでいっぱいいっぱいだ。

　ていうか、どこで買ったかとか覚えてない。

　それならそれで正直に答えればいいのだが、コミュ障特有の『もしそれでガッカリされたらどうしよう』という不安に襲おそわれ、何とか思い出そうと無意味な努力を続けてしまう。

　と。

「おーいセイラー。ちょっと手伝ってー」

　その時、共用台所から管理人さんの声。

「はーい。今行くって」

　妹さんは振り返って返事をする。

「スミマセン。なんか呼ばれちゃったんで、また今度教えてくださいね」

「あ、うん」

　私は小さく頷うなずき、妹さんと別れる。

「ふわああ～～」

　ドアを閉めたあと、私はズルズルとへたり込んだ。

　き、緊きん張ちようした～。

　人と話すだけでもハードル高いのに。

　おまけにあんな美人な子にお洒落と勘かん違ちがいされるなんて。

　もうなんだか恥はずかしくって顔から火が出そうだ。

「お洒落かぁ……」

　伊達メガネをイジりながら呟つぶやく。

　さすがにゼロとは言わないけれど、そちら方面にあまりお金はかけていない。

　私にとってお化け粧しようはお洒落ではなく身み嗜だしなみだ。

　最低限、社会に溶とけ込むためのマナーと同じ。

　なので正直最低限できていればいいとしか思っていない。

　化粧品にお金をかけるくらいなら円Ｂ盤Ｄマラソンするのが私。

　我ながら女子力低いなぁ……。

　意味もなくヘコむ。

　何か気分転てん換かんしよ。

　私は携けい帯たいゲーム機ヴェータβの電源を入れ、イヤホンを耳に挿さす。

　画面に浮うかぶのは『狩しゆ猟りよう仁義伝ゴクドウちゃん』のタイトル。

　ゴクドウちゃんがなぜかモンスターだらけの世界に登場し、あれこれ狩かりをしながら狩猟王を目指すというコンセプトのゲームだ。

『今日もモンスターの土ど手てっ腹ぱらに風穴開けるよ！』

　今日もゴクドウちゃんの楽しげなボイスでゲームが始まる。

　アップデートで次々と新装備が増えるのが楽しい。

　特に最近追加された『極ごく道どう退たい魔ま忍にん装備』は超ちよう欲ほしい。

　素材集めメチャクチャ大変だけど……。

　まぁ私はそういうのも嫌きらいじゃない。




　三時間後。




　欲しい素材が全然落ちない。

「やっぱりこのゲームバランス調整おかしいわ」

　私は文句を言いながらゲーム機をベッドに投げ出す。

「アイテムドロップ率だけはなー、ホントなー、そこだけ何とかして欲しー」

　でもキャラクターは凄すごい好み。

　装備もカッコいいのからエッチなのまで豊富だし。

　だからその装備を作る素材を何時間もかけて集めるのだけど……アホみたいに乱数が片寄った時なんかは凄い徒労感。

　極ごく悪あく極道ビキニ作りたいのに……。

　別名悪堕おち装備と呼ばれるビキニ姿のゴクドウちゃんを脳のう裏りに思い浮かべる。

「……うへへ」

　まだネット画像しか見たことないけど、あれいいよね。

　やっぱり欲しい。

「もうひと狩り行くか……」

　復活した私はもう一度ヴェータの電源を入れた。




　二時間後。




「き、キター！」

　やっとお目当てのアイテムが落ちた！

　思わずヴェータを持ったままバンザイをしてしまい、イヤホンが耳から引っこ抜ける。イタい！

　でもそんなこと気にならないくらい興奮していた。

「やったやった！　これでビキニが作れる！」

　私はベッドの上でピョンピョン跳とびはねながら、早さつ速そくアイテムを合成して装備を作り始める。

　この合成画面がまた凝こっているのだ。

　武器や防具が出来上がるまでの時間、いつもワクワクしてしまう。

「フーンフーン……あれ？」

　合成画面を眺ながめて鼻はな唄うたを歌っていた私は、ふとバイクの発進音に気づく。

　あれ……もしかして配達バイクの音？

「……ヤバッ！」

　イヤホンしてた所せ為いで配達の人が来たのに気づかなかったのかも。

　待望のゴクドウちゃんフィギュアが行っちゃう!!

　まだ間に合うかもと思って、私は慌てて配達員さんを追いかけようと部屋の外に飛び出る。

「キャッ！」

「わっ！」

　と、ドアの前にいた誰だれかに勢い余ってぶつかってしまった。

　管理人の夏なつ目めさんだった。

「っと、スミマセン。お部屋にいらっしゃったんですね」

「あ……こちらこそスミマセン」

　私は思わず目を伏ふせながら謝る。

　うぅ……男の人苦手。

　近寄られるだけで緊張で尿によう意いを催もよおしてしまう。

　ていうか、何で私の部屋の前にいたんだろう？

「狩野さん、お荷物が届いてますよ」

「はい？」

　そこでふと私は管理人さんの手の中にある物に目を留める。

　見るからにフィギュアが入っていそうな大きさの段ボール箱。

　いや、それはいい。別にいい。

　私が目を剝むいたのは、そこに貼はられた宅配ラベル。




「『仁義忍道ゴクドウちゃん』のゴクドウちゃんフィギュア　１点」




　た、宅配テローーーーー!?

「うわわわ！」

　私は慌てて管理人さんから箱をひったくる。

「なな何で管理人さんがこれを!?」

「いえその、配達の方がお部屋の扉とびらをノックされていたのですが、狩野さんが出てこられなかったようなので、私の方でお預かりしておいたんです」

　やっぱりイヤホンをしてた所為で配達に気づかなかったらしい。

　いや、過ぎたことはもういい。

　それより問題なのは。

「あの……管理人さん」

「はい？」

「…………これ、見ました？」

　私は恐おそる恐る尋たずねる。

　管理人さんは最初質問の意味が分からなかったみたいだけど、やがて何のことか分かったようで「ああ」と小さく頷いた。

「すみません。受け取る時に商品名に目がいってしまって」

「あああ～～～」

　私は呻うめき声を上げて、その場に崩くずれ落ちた。

　まさかの趣オ味タバレ！

　ツヅラさんにすら隠かくし通してきたのに。

　よりにもよって、まだ会って間もない管理人さんにバレるなんて。

　鬱うつだ。死のう。

「あ、あの狩野さん？」

「……」

　管理人さんが声をかけてくるが、それに答える気力もない。

　私が力なくうずくまっていると、管理人さんはふと咳せき払ばらいをした。

「狩野さんが何を気にされているか大体察しはつきますけど、その、安心してください」

「……？」

　私は何がと思って顔を上げる。

「実は私この前まで出版社に勤めてまして、ライトノベルの編集をやってたんです」

「……！」

「もちろんマンガもアニメも好きですし、ゴクドウちゃんも観みてましたよ」

　なんだか凄いフォローされてる。

　というか、え？

「編集さんって、どこの出版社のですか？」

「幻げん想そう社です」

「幻想社って……マジですか」

　私もよく知っている出版社だ。

　そのレーベルのラノベもたくさん持ってる。

　ヤッバ、興奮してきた。

「じゃ、じゃあ上かみ坂さか先生とか餓が斗と先生とかともお知り合いなんですか!?」

「え、ええ。直接担当したことはありませんけど、パーティーとかでご挨あい拶さつくらいは」

「〇〇先生の新作っていつ出るんですか!?」

「えっと、スミマセン。そういうのは答えられないというか……」

「じゃあ……──」

　私はぐいっと前のめりになりながら管理人さんに詰つめ寄る。

　だって自分の好きな物を作る世界にいた人が、こんな近くにいるなんて。

「それじゃああの作品の続編は」

「えーと」

　知りたいこと訊ききたいことがたくさんありすぎて、気がつけば管理人さんがたじろぐほど質しつ問もん攻ぜめにしていた。

「ちょ、ちょっと待ってください狩野さん」

「はい？」

「近いです」

「え……あっ!?」

　言われて気づいた。

　いつの間にか凄く顔が近い。

「すっ、あえ、っと、ご、ごめんなさい！」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　勢い余ってついやってしまった……。

　この時たま暴走してしまう癖くせで何度も失敗しているのに、我ながら全然懲こりてない。

　ていうか純じゆん粋すいに今のは恥はずかしい。

　だって男の人にあんなに顔を近づけて……。

「そろそろ夕飯ですので、お荷物置いたら食べに来てください」

「あ、はい……」

「それじゃあ」

　管理人さんはぺこりと頭を下げて踵きびすを返す。

　きっと夕飯の準備をしに行くんだろう……けど。

「あ、あの！」

　私は共用台所に戻もどる途と中ちゆうの管理人さんを呼び止める。

「はい？」

「えっと、あの……」

　私はその先を言うか迷う。

　正直恥ずかしい……けど。

　もう趣オ味タバレしてしまったし。

　それに……ゴクドウちゃんの話とかしてみたいし。

「よ、よかったら、その、また編集さんだった頃ころの話とか聞かせてください」

「ええ、いいですよ」

　管理人さんはあっさりと頷うなずいて、今度こそ共用台所に入っていった。

「…………っ！」

　管理人さんの後頭部が見えなくなったあと、私は全力で自分の部屋へと戻り、ベッドに顔からダイブして足をバタバタさせた。

「なーんーでーーーあんなこと言っちゃったンだろうーーー!?」

　オタ趣味全開の半ヒキコモリがなんて大冒ぼう険けん！

　いや、もはや蛮ばん勇ゆうと言っていいのではなかろうか!?

　またっていつ!?　あんな約束しちゃった手前、私から話しかけなきゃマズいよね!?　そんな勇気どこから振ふり絞しぼればいいの!?　無理ゲー!!

「……」

　でも嫌いやな顔はされなかったし……。

　それに編集さんだったっていうなら、いろいろと理解もあるわよね？

　アニメも好きって言ってたし。

　年上なのに、さっきも凄すごい丁てい寧ねいに答えてくれて。

　管理人さん……凄いいい人なのかも。

「いやでもそれも全部〝大人の対応〟だったのかもー!?　ていうかどっちにしろまた私から話しかける問題が解決してないし！」

　男の人に私から話しかけるのがまず難易度高い。

　けど話しかけずに無視し続けるのもそれはそれで胃が痛くなりそうだし……。

　ああもう私はどうしたら!?

　助けてゴクドウちゃん！




　その後、部屋で悶もん々もんとし続けた私は、再度夕飯に呼びに来た管理人さんとまともに顔を合わせることができず、その日は終始俯うつむいたまま晩ご飯を食べました。

　お蕎そ麦ばはとても美お味いしかったです。



















　　　ラブレター







　私こと夏なつ目めキララが中学生になって早二週間。

　こちらでの生活にも慣れてきました。

　陽ひノの目め荘そうもよい方々ばかりですし──まあ中には油断ならない人もいますが──困ることも特にありません。

　なによりお父さんとの時間が増えて、とても嬉うれしいです。

　学校生活もとても順調です。

　サキさんとも同じクラスになれました。

　妹のセイラも一いつ緒しよです。

　毎朝３人でバスに乗って登校しています。

　今朝もそうして、３人で昇しよう降こう口ぐちまでお喋しやべりしていたのですが──

「だからー、サキもお化け粧しようした方がいいって絶対」

「でも私、作法も何も知りませんし」

「それくらい教えるってー。絶対似合うと思うし！」

「うふふ、ありがとうございます」

「もー笑ってないでさー」

「セイラ。あまり無理を言ってはいけませんよ」

　私が注意すると、セイラはプクッと不満げに頰ほおを膨ふくらまします。

「全然無理言ってないし。お姉ちゃんみたいなナチュラル美人には分からないんだよ」

　セイラはサキさんと肩かたを組んで唇くちびるを尖とがらせます。

「双ふた子ごの姉に何を言ってるの？」

「セイラさん、それ自画自賛になってますよ？」

　サキさんもクスクス笑っています。

　そんな話をしながら、私は下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきに履き替かえようとして。

「あら？」

　ふと下駄箱に何か入っていることに気づきました。

「んー？」

「あらあら？」

　ふたりも私の下駄箱を覗のぞき、意味深な反応を見せます。

　そこに入っていたのは古式ゆかしい白い封ふう筒とう。

「これって、アレだよね？」

「アレのようですね」

　私の後ろでセイラとサキさんが意味深に頷き合います。

「少し確かく認にんしてみます」

　私は封筒を手に取って、ふたりに見えないように中身を軽く読んでみます。

「ねぇねぇ、どうどう？」

　セイラが背中から楽しそうに声をかけてきます。

　私はその期待混じりの声に小さく肩を竦すくめ、

「ラブレターみたいです」

　と答えた。







　教室に入って机にカバンを置くと、早さつ速そく例のラブレターの話になりました。

「それでお姉ちゃん、さっきのアレ私にも見せてよ」

「見せませんよ」

「えー、いーじゃんケチー」

「人に見せるものじゃありません」

　キッパリと断るが、セイラはブーブーと文句を言います。

「お姉ちゃんってば、いつもそうやって見せてくれないんだからさー」

「キララさんはおモテになるんですね」

「そうそう。小学生の頃から凄かったよ」

「まあ」

「一週間で三回告白されたこともあったし」

「それは凄いですね」

　サキさんは感心したように微笑ほほえみます。

　その反応はちょっと恥ずかしいです。

「でもそういうのでしたら、セイラさんもモテそうですよね」

「それがぜーんぜん」

「全然ですか？」

「そーなの！　みんなお姉ちゃんと比べるんだよねー」

「でもセイラも何度か告白されていたでしょう？」

「あれ全部お姉ちゃんに玉ぎよく砕さいされた奴やつらだからね！」

　セイラはウガーッと嚙かみついてきます。

「私はお姉ちゃんの予備じゃないっての！」

「人の所せ為いみたいに言わないで」

「事実じゃん」

「違ちがいます」

　私は少しムッとして軽くそっぽを向きます。

　そんな私にセイラは小さく肩を竦めて。

「それにしても今時ラブレターとか古風だねー」

「そう？」

「今ならメールとかＳＮＳとかさー」

「でも私、携けい帯たい電話とか持ってないし」

「あっそっか」

　セイラは納なつ得とくしたように頷きます。

　と、そこでサキさんは首を傾かしげて。

「けど、何でキララさんは誰だれともおつきあいされなかったんですか？」

「そんなの決まってます！」

　私はグッと拳こぶしを握にぎり締しめます。

「私が好きなのはお父さんだけですから！」

「お姉ちゃん声大きいから！」

　勢いで立ち上がった私をセイラが慌あわてたように宥なだめてきます。

「お願いだからそういうの、せめて教室では言わないでってば」

「……」

　お父さんへの愛を叫さけぶだけで怒おこられるのは心外です。

　とはいえ大声を出す必要はなかったですね。

　私は席に座ります。

「しかし、そうしたら今回もお断りするのですか？」

　サキさんからの問いに私はもちろんと頷うなずきます。

　と。

「お姉ちゃん」

「どうしたのセイラ？」

「いちおう訊きくンだけど、何て言って断るつもり？」

　セイラが恐おそる恐るといった感じで尋たずねてきます。

「そんなの決まっています。さっきも言った通り、私はお父さんが」

「それだけはやめて！」

　こちらの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、セイラが身を乗り出してきました。

　妹の大声にクラスメイトの何人かが振ふり返るが、身振りで何でもないと伝えます。

「告白のマジ断りでそんな理由言ったら絶対噂うわさになるじゃん。絶対やめて」

「でも前からそうやって断ってましたよ？」

「小学生ならギリいいけど中学生はもうアウトなの！」

「そう言われても実際」

「いいからやめて」

　妹は真顔で詰つめ寄ってきます。

　むぅ、そこまで言われたら私も一いつ旦たん引き下がります。

「よーしそれじゃあ別の断る理由を考えないとね！　サキ手伝って！」

「私ですか？　別に構いませんが」

「ありがとーさすがサキ！」

　セイラはサキさんに縋すがりつき、勝手に話が進んでいきます。

「……」

　なんだか私の話を聞いてくれなさそうな雰ふん囲い気きなので、しばらく黙だまっていることにしました。

「うーん、でも何て言えば後あと腐くされなくフれるのかなぁ？」

「ドラマのようなお話ですね」

「サキは誰かフったことある？」

「生あい憎にくとそういう話とは縁えんがありませんね」

「そっかー」

「ではよくある有り体ていな断り文句から選んでみては？」

「よくあるって、どんな？」

「そうですね、まだ相手のことをよく知らないから、とか」

「あー」

「まだ入学して二週間ですし、説得力はあるかと思いますが」

「でもさー、これから知ってくださいって押されたらダメじゃない？」

「まあ、相手がめげない殿との方がたならそうなりますね」

「別の考えよ別の」

「ほかに想おもい人がいる、と事実をぼかして伝えるのは？」

「それ誰って詰め寄られたら面めん倒どうそう」

「そうですね」

「うーん」

　セイラは悩なやみながら自分のこめかみを指でトントンと叩たたきます。

「普ふ通つうの断り方よりさー、もっとインパクトあった方がいいかも」

「というと？」

「ほら、逆に相手がドン引くような奴とか」

「ドン引く……？」

「たとえば親がトンデモナイ額の借金してるとか」

「ああ、そういう」

「借金は却きやつ下かです」

　セイラの案に私はつい口を挟はさみます。

「何で？」

「それじゃお父さんが借金まみれみたいじゃないですか」

「いや、噓うそなんだからいいじゃん」

「とにかくダメです」

「えぇー」

　セイラは肩かたを竦めました。

「じゃあパパをダシにする方向はなしで」

「では趣しゆ味み嗜し好こうが合わないなどはどうです？」

「趣味って？」

「たとえば、キララさんが実は重度の臭においフェチとか」

「ブふッ！」

　サキさんの提案にセイラが噴ふき出します。

　……なんだか話が変な方向に進み始めました。

「に、臭いフェチね。確かに相手は多少ビビるかもしれないけど……」

「でしょう？」

「あーでもやっぱダメ」

「どうしてです？」

「サキ、このお姉ちゃんの顔をよぉーく見て？」

「はい」

「この顔で、私臭いフェチなんです、って言われたら男どもは興奮しちゃうでしょ」

「ああー」

　納得して手を叩くサキさん。

　納得されても困るのですが……。

「それでは本当は女の子が好きで、異性には興味がないというのは？」

「噓でもお父さん以外を好きと言うのは無理です」

　私、再び横よこ槍やり。

「それにお姉ちゃんが女の子好きだって噂広まったら、私とかサキが一番危なくない？」

「そうですか？　キララさんくらい美人な方でしたら寧むしろ光栄ですよ？」

　サキさんは微笑んで答えます。

　たぶん冗じよう談だんですけど、なんだか本心の見えない微笑みです。

　その後も議論は続きますけど、だいぶ意見も尽つきてきたようです。

「宗教上の理由とかいかがです？」

「いやそれ噓でもなんかヤバそう」

「ではチンパンジーにしか発情しないとか？」

「相手が猿さる顔だったらどうすんの」

「宇宙人にしか興味がない」

「相手が宇宙人だったらどうすんの」

　セイラのツッコミにもキレがありません。

「あ～～～」

　議論も煮に詰つまり、妹は机の上に頭を投げ出す。

　その顔をくりんっとこちらへ向けて。

「ていうかさ、お姉ちゃんも考えてよー」

「何で私まで」

「お姉ちゃんのために考えてるのに」

「そんなこと言われても」

「大体お姉ちゃんが差出人も教えてくれないのが悪いんだよ。相手が誰だか分かんなきゃいい案も出ないじゃん」

「……」

　セイラの言い分も尤もつともかもしれません。

「分かりました。文面は見せられませんが、相手のお名前くらいは」

　私は封ふう筒とうから便びん箋せんを取り出し、さっき軽く読んだ部分よりも下へ──差出人の名前が書いてありそうな部分まで目を通す。

　が。

「……」

　念のため便箋の裏も確かく認にんします。

「どうしました？」

　サキさんが小首を傾かしげます。

　セイラも不思議そうにこちらを見ていました。

「えっと……」

「？」

「これ、名前書き忘れてますね」

　セイラとサキさんがポカンとします。

　私もポカンとしました。

　数秒、間。

　直後にセイラが爆ばく発はつします。

「なっ、何じゃそりゃー!?」

　こうして妙みような流れで始まったお断り文句会議は、尻しり切きれトンボでお開きとなりました。










　　　とある夜のサキ







　夜。

　僕はノドが渇かわいて目が覚めた。

「ん……」

　起き上がる。

　暗い室内に目が慣れると、静せい寂じやくがより際きわ立だつ。

　時計の秒針の小さな音がとても大きく聞こえた。

　隣りん室しつの娘むすめたちを起こさないようにそっと立ち上がり、共用台所へ水を飲みに行った。

　蛇じや口ぐちを慎しん重ちようにひねり、コップに注いだ水を一気にあおる。

「ふぅ」

　ひと息ついた。

　落ち着いて、部屋に戻もどろうかと思った時。

　ふと気配を感じた。

「？」

　誰だれか僕のように起きてきたのだろうか？

　台所から軽く顔を出す。

　すると。

「……」

　真っ黒な人ひと影かげが階段をのぼっていた。

　いや、比ひ喩ゆとかではなく本当に真っ黒だ。

　その姿は夜に見るには不気味というか、奇き妙みようというか。

　ともあれ、無視してしまえる存在感ではない。

　管理人的にも放ほうっておけなかった。

　夜は玄げん関かんを閉めているが、不法侵しん入にゆう者でないとも限らない。

「……」

　僕は足音を殺して人影のあとをつけた。

　人影は二階の廊ろう下かをスススと進んでいき、一番奥のドアの向こうに消える。

　そこは洗せん濯たく物ものなどを干す屋上へ続くドアだった。

　その奥で何をしているのか？

　あるいはそこから侵入して、今まさに逃にげていこうとしているのか？

　もし後者だとしたら、みすみす不法侵入者を取り逃がすことになってしまう。

「……っ」

　僕はゆっくりドアノブを回す。

　まずはドアの隙すき間まから、屋上の様子を盗ぬすみ見た。

　そこにいたのは。




「ベントラー、ベントラー、ベントラー、我が声に応こたえよ大おお宙ぞらの輩ともがらよー」




　呪じゆ文もんを唱えながらライトを振ふる、黒マントを被かぶったサキさんだった。

「……」

　ベントラーというと、確か宇宙人を呼ぶ時の呪文だったかな？

　僕は古い知識を引っ張り出しながら、サキさんの様子を観察する。

「ベントラーベントラー」

　静かな声だけど、とても真しん剣けんだ。

　彼女の本気具合が窺うかがえる。

　と。

「！」

　サキさんが何かに弾はじかれたようにこちらを振り返る。

「誰ですか？」

　緊きん張ちようを孕はらんだ声。

　僕が覗のぞいていることに勘かんづいたらしい。

　そっとこの場を離はなれる選せん択たく肢しもあるけれど。

「……」

　僕はドアを開けてサキさんのいる屋上に出る。

「管理人さんでしたか」

　サキさんは僕を見て小さなため息をつく。

「えっと、こんな夜中に何してたのかな？」

　とりあえず尋たずねる。

　さすがに何も見ていないでは通らない気がした。

　サキさんは数すう瞬しゆん迷ったあと、一度瞼まぶたを閉じる。

　再び瞼を開いた時、彼女は真剣な目で僕を見つめてきた。
















「管理人さん」

「はい？」

「実はお伝えしなければならないことがあります」

「はい」




「今まで隠かくしていましたが……実は私、宇宙人なんです」




　サキさんはそう言って、僕の目をジッと見た。

　僕は……反応に困る。

　これは子供らしい妄もう想そうなのか。

　それとも──

「……」

　僕が無言でいると、サキさんは少し悲しそうに目を伏ふせる。

「信じてもらえませんか？」

「いえ……」

「いいんです。慣れてますから」

　サキさんはまたため息をつく。

　慣れていると言いつつ、その表情はやはり物悲しげだ。

　人から信じてもらえないというのは辛つらい。

「サキさんが噓うそをついてるなんて思ってませんよ」

　僕は沈ちん黙もくをやめ、サキさんに言葉をかける。

「管理人さんはやさしいですね」

　だがそれをただの気き遣づかいと思われたのか、彼女の表情は相変わらず晴れない。

「本当です」

　僕は言葉を重ねる。

　そして、僕も僕のヒミツを打ち明けることにした。




「実は、僕も昔ＵＦＯを見たことがあるんです」




「───」

　この返しは予想外だったのか、サキさんは目を丸くする。

　それから少し疑いの目を向けてくる。

「……」

　僕は静かにその視線を受け止めた。

　僕の目を見ながら、徐じよ々じよにサキさんの表情が変化する。

　疑い。

　疑い。

　ん？

　あれ？

　驚おどろき。

　戸と惑まどい。

　戸惑いからまた驚き。

　少しの期待。

　それから。

「……どんなＵＦＯを見たんですか？」

「見るからにＵＦＯという感じの物でしたよ。あの大きくて丸くて、円えん盤ばん型の」

「それはアダムスキー型のＵＦＯですね！」

　僕が手で円を描かきながら説明していると、サキさんはやや食い気味に反応した。

「昔って、それはいつ頃ごろのことですか？　どこで見たんですか？」

「10年以上前、学生の頃ころですね。放課後の帰り道で、雪の日でした」

「宇宙人には会いましたか？」

「……いいえ、どうでしょう？　会ったと言えるのかどうか」

「その時のこと詳くわしく教えてください」

　ペンライトの明かりに照らされたサキさんの頰ほおは若じやつ干かん紅潮している。

　娘たちと比べても、彼女はとても落ち着いた少女だった。

　こんなテンションの高い彼女ははじめてだ。

　宇宙人やＵＦＯの話ができるのが、とても嬉うれしいようだ。

「そうですね……あの時は」

　僕は昔を思い出しながら、サキさんとお話しする。

　話せないこともあるけれど、僕もあの日がキッカケでＵＦＯや宇宙人については調べたことがある。

　おかげで彼女の話にもついていくことができた。

　僕と話している彼女はとてもイキイキとしていた。

　今まで少し摑つかみ所のない少女だったけれど。

　この夜の出来事のおかげで、サキさんのことをよく知ることができたと思う。







　翌朝。

「お父さん、目玉焼き焦こげそうですよ？」

「ん……わっ！」

　共用台所でみんなの朝食を作っていた僕は慌あわてて火を弱める。

「寝ね不ぶ足そくですか？　なんだか眠ねむそうですが」

　手伝いをしてくれていたキララが心配そうに尋ねてくる。

「そうかもしれないね。あとで昼寝でもしておくよ」

　昨夜はサキさんと話していて、寝たのは明け方になってしまった。

　僕は時間の融ゆう通ずうが利きく仕事だからいいけれど、学生の彼女は寝不足で授業中に居眠りしたりしないだろうか？

　そんな心配を僕がしていると。

「おはようございます」

　当のサキさんがダイニングに現れた。

　いつも通り柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮うかべ、寝不足などまるで感じさせない。

　これが若さか……。

　まだ眠ねむ気けが取れない己おのれを顧かえりみて、軽く落ち込む。

「管理人さん、寝不足ですか？」

　サキさんも僕を見て、心配そうに顔を覗き込んでくる。

「スミマセン。私が昨日遅おそくまでつき合わせてしまった所せ為いで」

「え？」

　頰に手を当てて謝罪するサキさんのセリフにキララが反応する。

「昨夜は私も興奮してしまって、少々はしたないところもお見せしてしまいました。ですが、とても楽しい一ひと時ときでした」

「……お父さん？」

　微笑むサキさんの隣となりで、ドンドン真顔になるキララ。

　変な誤解が生まれている気がする。

　と、サキさんはトドメのように僕の耳元に顔を寄せて。

「またお話聞かせてください。このことはヒミツにしてくださいね」

　そう言って、彼女はまた微び笑しようして僕から離れる。

　サキさんと仲よくなれたのはよかったと思う。

　けれど。

「お父さん。昨夜って、はしたないってどういうことですか!?　サキさんと昨日ナニがあったんですか!?」

　半はん狂きよう乱らんになったキララが僕の襟えり元もとを摑んで揺ゆさぶりながら、鬼き気き迫せまる表情で問い詰つめてくる。

　しかし、ヒミツと言われた手前本当のことを言うわけにもいかない。

「え～と、その、つまり……」

「つまり何ですか!?　本当のことを言ってくださいお父さん!?」

　僕がしどろもどろになる所為で、キララの追つい及きゆうはいつまで経たっても終わらない。

　結局、目玉焼きは焦がしてしまった。










　　　姉妹しまいの休日（キララ編）







　今日は日曜日。

　もちろん学校はお休み。

　お休みはお父さんとずっと一いつ緒しよにいられるので幸せ。

　それに朝から家のお手伝いもできるし、いいこと尽ずくめです。

「お父さん。お洗せん濯たく物もの干してきますね」

「うん。キララ、お願い」

「はい！」

　私はお父さんに頷うなずいて、カラの洗濯カゴを持って部屋を出ます。

　陽ひノの目め荘そうには共用の洗濯機が三台あります。

　洗濯機が並ぶ様さまはコインランドリーみたい。

　私は洗い終わった洗濯物をカゴに詰め、階段をのぼって屋上に向かいます。

　屋上のベランダには物干し竿ざおが何本も並んでいて、ここも共用です。

　人に自分の洗濯物を見られたくない人は自室に干しますけど。

　ウチもお父さんに、私たちの下着は部屋に干しなさいって言われてます。

　世の中には私みたいな中学生の下着を欲ほしがる人もいるとか。

　陽ノ目荘は女子寮りようなので、そういった犯罪の予防も管理人のお父さんのお仕事です。

「ふぅ……」

　20分ほどで干し終わりました。

　あとは下着を部屋に戻もどって干すだけですね。

　私は下着だけのカゴを持って部屋に戻ります。

　と。

「おっ、キララちゃんじゃん」

　戻る途と中ちゆうで面めん倒どうな人に会いました……。

　この方は二にノの木ぎ葛つづらさん。

　陽ノ目荘２０１号室の住人です。

　もう大人なのにいつも陽ノ目荘にいます。

　平日の昼もずっとです。

　一体何のお仕事をしている方なのでしょう？

　お父さんは知っているみたいですが、なぜか教えてくれません。

　ツヅラさんに興味があるわけではないですが、お父さんに秘密にされるのは少し悲しいです。

「……って、何勝手に人の家の洗濯カゴを覗のぞいてるんですか!?」

「え？　今時の中学生の下着事情の調査を」

　ツヅラさんはまるで悪びれる様子がありません。

　しかもよく見たら私のショーツを指でつまみ上げてます！

「これってこの前買ったブラとお揃そろいのやつ？」

「そうです！　返してください！」

　私はツヅラさんの手から水玉模様のショーツをひったくりました。

　部屋に戻ったらお父さんに下着ドロが出たって言いつけてやります！

「んー」

「な、何ですか？」

　ツヅラさんがジッと見てくるのでつい尋たずねます。

　彼女はしばらく唸うなったあと、うんと頷いて。

「ちょっと子供っぽいと思ったけど、キララちゃんみたいな美人が穿はいてるとギャップがあって逆にアリ」

「？」

　何がアリなんでしょうか？

　なんだかよく分からないので、適当に断りを入れてその場を離はなれました。

　まったく大人なのに非常識な人です。

　昼間でもお酒飲んでますし。

　もしかしてさっきも酔よってたのでしょうか？

　いえ、別にお酒を飲むのはあの人の自由ですけど。

　それにお父さんをつき合わせるのはやめて欲しいです。

　お父さんも頼たのまれたら断らないですし……。

　ていうか、酔って絡からんで胸を押しつけるのが一番ダメです！

　あの胸は反則でしょう。

　何ですかＦカップって!?

　私なんて最近ようやくＣになったのに……。

　年ねん齢れい的にもお父さんに近くて、でもお父さんより若くて、しかも綺き麗れいで。

　とにかくツヅラさんは陽ノ目荘の中でも要注意人物です。

　今日みたいな休日には、絶対にお父さんに近づけないように私が見張ってないと。

　お父さんは私のお父さんなんですから。







　洗濯も掃そう除じも午前中に済ませて、もうすぐお昼です。

「セイラ。もうお昼よ。起きなさい」

「んー……」

　未いまだにベッドの中の妹に声をかけますが、返ってきたのは生返事。

　あれはまだ当分起きそうにありませんね。

　やれやれと思いながら、そっと襖ふすまを閉めます。

「お父さん。カレーでも作りましょうか？」

　私は居間でテレビを観みていたお父さんに尋ねます。

「ん？　キララが食べたいなら今から作るけど」

　そう言ってお父さんはソファから立ち上がろうとしました。

「いえ、お父さんはゆっくりしててください。私が作りますから」

「え？　でも」

「いいから座っててください。日曜日くらい私に任せてください」

「そう？」

　お父さんは若じやつ干かん悩なやんでいましたが、少ししてから頷きました。

「じゃあ、お願いしようかな」

「はい！」

　というわけで、今度はお父さんのためにお料理です。

　家事の中でも料理は大の得意です。

　なにしろ昔からお手伝いしてきましたから。

　私は陽ノ目荘の共用キッチンに向かい、冷蔵庫の中身を確かく認にんします。

　あ、トリ胸肉もありますね。

　ウチのカレーのお肉はいつもトリ胸肉です。

　まずは野菜とお肉を大きめにカットしてよく炒いためます。

　次にお鍋なべで弱火で煮に込こんで、一度火を止めてからルーを溶とかします。

　最後にもう少し煮込んで完成。

　念のため味見。

「……よし！」

　ひと晩寝ねかせたカレーとはいきませんが、いつも通り美お味いしいです。

　管理人室に戻ってお父さんを呼んできます。

　ちなみに、案の定セイラはまだ寝ていました。

　仕方がないのでお父さんと先に食べてしまうことにしました。

「いただきます」

「いただきます」

　ふたりきりでお食事。

　こういう機会はなかなかありません。

「うん。やっぱりキララの作ってくれたカレーは美味しいね」

「ありがとうございます！」

　お父さんに褒ほめられました！

　とっても嬉うれしいです！

　あ、と思って私は手をぱちんと叩たたいて。

「でしたら御お夕飯も今日は私が作りましょうか？」

　そうすればお父さんも今日一日ゆっくりできます。

　それにもっと喜んでもらえますし。

　しかし、お父さんは首を横に振ふって。

「いや、それは僕の仕事だし、自分でやるよ」

　断られてしまいました……。

　でも責任感の強いお父さんもカッコいいです！

「はい。ちょっと調子に乗りすぎました」

「ううん。キララの気持ちは嬉しいよ」

「はわわ！」

　お、お父さんが頭を撫なでてくれました！

　中学生になってからははじめてです。

「～～～」

　お父さんの手の平気持ちよすぎます。

　顔がトロンとなっちゃいます。

　思わず自分からも頭をぐりぐり。

　今度はお父さんがくすぐったそうに笑います。

「あ、そうだ」

　と、不意にお父さんが手を離してしまいます。

「どうしました？」

　とても残念ですが、何かあったみたいなので話を聞きます。

「そういえばみりんと醬しよう油ゆの予備が切れてたんだ。買ってこなくちゃ」

　どうやら冷蔵庫の中身の話のようです。

　お父さんは管理人ですから、寮の備品や食材の買い物もお仕事の内です。

「それならカレールーもさっき使い切ってしまいました」

「そっか。じゃあそれも買わないとね」

「あと柔じゆう軟なん剤ざいも残り少なかったです」

「あれ？　石せつ鹼けんの予備もこの前ので最後だっけ？」

「あ、それと確か……」

　その後もふたりであれこれ思い出していたら、結構いろいろ出てきました。

　これを全部ひとりで買いに行くのは大変そうです。

　となれば、私のすべきことはひとつ。

「お父さん。午後はお買い物に行くんですよね？」

「そうだね。ドンキでも行こうかな」

「なら、私もお手伝いします」

「え？　でも」

「お父さんひとりじゃ大変ですよ」

　それにこれはあくまでお手伝い。

　だったら、お父さんの仕事を取ったことにはなりませんよね？

　私がじっと見つめると、お父さんは観念したように笑って。

「じゃあ、キララも一いつ緒しよに行こうか」

「はい！」

　やりました！

　午後からはお父さんとお買い物デートです！







　さて、歯は磨みがきを終えてたっぷりおめかしした私は、まだ寝ているセイラに置き手紙を書いて陽ノ目荘を出ました。

　お父さんとバスに乗って約10分。

　パルコの前でバスを降りた私たちは、馬ば場ば通りにあるドン・キホーテまで歩きます。

　安くて品しな揃ぞろえがいいので、都内にいた頃ころからよくお世話になってます。

　ただ休日なのでかなり混こんでますね。

　買う物が多いのでカートを二台使ってますが、押して歩くのが大変です。

「キララ。トイレットペーパーが安いから買っとこう」

「あ、はい！」

　あとお買い物内容があんまりデートっぽくないかもです。

　買う物が生活必ひつ需じゆ品ひんや消しよう耗もう品ばかりですし。

　あ、でもこれはこれで夫ふう婦ふの買い物っぽくていい気がします。

　夫婦……うふふ、夫婦。夫婦でお買い物。

　今日は断られてしまいましたが、いつかあれやってみたいです。

　お帰りなさいあなた。

　まずご飯にします？　お風ふ呂ろにします？

　それとも、わ・た・し？

「キャー！」

「わっ！」

　隣となりのお父さんが驚おどろいた顔でこちらを振り向きました。

「ど、どうしたのキララ？」

「……っ」

　新しん婚こん妄もう想そうの影えい響きようか、ほぅと熱い吐と息いきが漏もれます。

「あれ？　キララなんだか顔が赤……」

「お父さん……っ」

「ん？」

　私はお父さんの腕うでにそっと縋すがりつきます。

「お父さんは子供は何人欲ほしいですか？」

「ブッ!?」

　お父さんが噴ふき出します。

「いきなり何言い出すんだい!?」

「私、何人でも産みます。だから好きなだけ仰おつしやってください」

「ギャー！」

　お父さんが大声で悲鳴を上げました。

　その所せ為い（？）かとっても周りの視線が集まってました。

　すごいザワザワしてます。

「ほ、ほらキララ行くよ！」

「はい」

　お父さんに手を引かれ、慌あわててその場を離はなれました。







　そんなこんなで買い物を終え、私たちは外に出ました。

「ふぅー、凄すごい人だったね」

「はい。少し疲つかれちゃいました」

　ふたりとも両手は荷物でいっぱいです。

「キララがいてくれて助かったよ」

「お役に立ててよかったです」

　お父さんにお礼を言われると疲れも吹ふき飛んじゃいます。

　とはいえ、このままではあとは帰るだけになってしまいます。

　できれば、もうちょっとお父さんと一緒にいたいです……。

「……！」

　何かないかと周りをキョロキョロと見回すと、ふと賑にぎやかそうな一角を見つけました。

「お父さん、あれは何ですか？」

「ん？」

　私が指差した方を見て、お父さんはああと頷うなずきます。

「オリオン通りだね。いろんなお店があるよ」

「ちょっと覗のぞいていってもいいですか？」

「いいよ」

　やりました！

　私は心の中で快かい哉さいを上げながら、お父さんとオリオン通りへと向かいます。

　オリオン通りは所謂いわゆるアーケード商店街でした。

　横断幕などが垂れ下がった大きな屋根付きの広い道路の左右に、たくさんのお店が所ところ狭せましと並んでいます。

「こんな大きな商店街はじめて見ました」

「前住んでたところの近くにはなかったからねぇ」

　ここのアーケードは東西に約５００メートルもあるそうです。

　荷物を持ったまま端はしから端まで歩くのはさすがに大変そうですね。

　とりあえず少しだけ中に入ってみます。

「……！」

　ちょっと歩くと、なんだか甘い匂においが漂ただよってきました。

　匂いの元を辿たどると、クレープ屋さんがあります。

「へぇ、ここ今もあるんだね」

「お父さん、知ってるんですか？」

「友達とよく一緒に買って食べてたよ。美お味いしいんだここ」

　そこでふと、お父さんは私の方を見ます。

「食べてくかい？」

「え、いいんですか？」

「今日のお手伝いのお礼だよ」

「……！　ありがとうございます」

「あっでも、セイラには内ない緒しよにね」

　お父さんはイタズラっぽくシーッと唇くちびるに指を当てます。

「はいっ」

　私もお父さんの真ま似ねっこをして、ふたりでくすっと笑います。

　少し列に並んだあとクレープを注文して、ちょっと待つと美味しそうなクレープがふたつ出てきました。

　近くのベンチにふたりで並んで座って荷物を置きます。

　それから早さつ速そくひと口目をパクリ。

「んっ！　美味しいです！」

　クリームがふわふわです。

　苺いちごも甘くてちょっと酸味があって、いい感じです。

「そういえば栃とち木ぎって苺が特産品なんでしたっけ？」

「そうだね。とちおとめとかが有名かな」

　ちなみに旬しゆんは冬からちょうど今いま頃ごろの春先にかけてらしいです。

「来年になったらいちご狩がり行こうか」

「いいですね。行きたいです」

「僕も小さい頃に行ったなあ。ビニールハウスの中で採とるんだけど、粒つぶが大きくてその場で食べられるんだよ」

　お父さんは昔を思い出すように言います。

　なんだかその横顔は楽しそうで、懐なつかしそうです。

　たぶん、お父さんもまた行きたいと思ってるんですね。

「来年のお楽しみですね」
















「うん。そうだね」

「……！」

　お父さんの横顔を見てたら、唇の横にクリームがついてるのに気づきました。

　これは取ってあげないといけません。

「お父さん」

「ん？」

　ペロッ

　私はこちらを向いたお父さんに顔を近づけて、クリームを舐なめ取ります。

　一いつ瞬しゆん、お父さんは呆あつ気けに取られてましたが、すぐに驚いたように身を引きます。

「キッキキキララ!?　いきなり何を!?」

「えっ？　クリームがついてたので」

「～～～」

　私がキョトンとして答えると、お父さんは自分の口を手で隠かくします。

　なんだかちょっと耳が赤いような？

「どうしました？」

「い、いや、何でもないよ」

　お父さんは手で口を覆おおったまま答えます。

　なんだか変です。

　あとなぜかまた周りの注目を浴びているような……？

「ばかっぷる」

　誰だれかがコソッと言った呟つぶやきが聞こえました。

　ばかっぷる。

　カップル。

　あ！

　もしかして今のが恋こい人びとっぽく見えたんでしょうか？

　恋人といえば夫婦の一歩手前。

　いえ、もはや実質夫婦と言ってもいいのでは!?

「～♪」

　やっぱりお休みの日はいいことがいっぱいです。

　全部お父さんのおかげですね。

「……？」

　そこでふとクレープ屋さんの上の看板に目がいきました。

「お父さん、このビルってアニメイトが入ってるみたいですよ」

「ん？」

　まだ口を覆っていたお父さんがようやく顔を上げます。

　お父さんは前いた出版社でライトノベルを作っていました。

　なので、お父さんの手がけた本はこういう専門店によく並んでいます。

　私もたまにお父さんの本を探しに、都内のお店を覗いていました。

　……そういえば。

「ちょっと覗いていきますか？」

「……うん。入ってみようか」

　私の提案に、お父さんは少し間を置いて頷きました。

　食べ終わったクレープの包み紙をゴミ箱に捨てて、私たちはビルの入り口に向かいました。

　ここのビルは宇う都つの宮みやＦｅｓｔａという名前らしいです。

　アニメイト以外にもいろんなオタク向けショップが入っていて、フィギュアやカードショップなどもたくさんありました。

　目的のアニメイトは５階です。

　エレベーターを降りてすぐに入り口があって、そのままお父さんと一いつ緒しよに入ります。

　今日は日曜日というのもあって、私と同年代の男女も多く見られます。

　中にはカップルっぽい方々も。

「～♪」

　さっき下でカップルと言われたのを思い出して上じよう機き嫌げんになります。

　両手に荷物がなければ、お父さんと腕うでを絡からめたいところ。

　けど生あい憎にくそういうわけにはいかないので、立ち止まっているお父さんの背中に軽く顔を埋うずめるに留とどめます。

「キララ、くすぐったいんだけど？」

「ちょっと混こんでるので、許してください」

　実際、店内はとっても混んでました。

　歩くのもちょっとずつしか進めないです。

　そんな状態なので、目的の本ほん棚だなの前まで来るのに何分もかかってしまいました。

　並べられた本のタイトルをお父さんと一緒に眺ながめます。

　と、見つけました。

「これですよね……。お父さんが最後に携たずさわった本って」

「うん。そうだね」

　お父さんが出版社を辞やめる前に作った最後の本。

「これ買ってきますね。並ぶと思いますから、お父さんは先に出ててもらっても」

「いや、僕が買ってくるよ。外にベンチがあるから、キララはそこで待ってて」

「じゃあお父さんの荷物も預かりますね」

　私はお父さんの分の荷物も持って先に外に出ます。

　よく考えたら、こんな大荷物持って混んでる店内に入ったのは周りに迷めい惑わくでした。反省です。

　それから15分ほどしてお父さんは出てきました。

　手には本の入った袋ふくろ……とポスター？

「フェアの対象商品だったみたい」

「ああ、なるほど」

　私もあまり詳くわしくありませんが、販はん売ばい促そく進しんのためにこういう特典もたくさんつくようです。

「売れてくれるといいですね」

「うん」

　お父さんは頷うなずきながら、本の入った袋を眺めています。

　その目はなんて言うんでしょう……。

　私たちに向けるものとは、また違ちがいますが。

　強しいて言うなら、お父さんの愛情を感じます。

　それはできあがった本に対してでしょうか？

　それとも作家さん？

　あるいは……辞めてしまったお仕事に対してでしょうか？

「さて、そろそろ帰ろうか」

「あ、はい」

　お父さんに促うながされ、私たちは下りのエレベーターに向かいました。







　帰りもバスに乗って、私たちは陽ノ目荘に帰ってきました。

　まだ夕方には少し早いですが、そろそろ洗せん濯たく物ものを取り込まないとです。

　お父さんもこのあとは夕飯の支し度たくがあります。

「ニャー」

　その時ふと猫ねこの鳴き声がしました。

　そちらを見ると、道路から寮りようへ続く砂じや利り道の途と中ちゆうにのら猫がいました。

「猫だ」

「猫ですね」

「かわいいね」

「かわいいですね」

　夏なつ目め家は全員猫大好きです。

　飼えるなら飼いたいですが、前のアパートもペット禁止だったんですよね。

「……」

　気がつけば、私もお父さんも猫が逃にげないように立ち止まっています。

　……この機会に、聞いてしまいましょうか。

　先さき程ほどのお父さんの顔を見てから、気になっていることを。

「お父さん」

「ん？」

「お父さんは前のお仕事を辞めたこと……後こう悔かいしてますか？」

　私もセイラも、お父さんがなぜ出版社を辞めたのか理由は聞かされていません。

　でも、たぶん私たちのためだということは何となく分かっていました。

　もし私たちの所せ為いで、お父さんが大好きな仕事を辞めなければならなかったのなら、それは……。

「前の仕事は好きだったけど、辞めたことを後悔はしてないよ」

　ふと地面に荷物を下ろす音が聞こえて、次にお父さんの手が私の頭にやさしく載のせられました。

「だって、大好きなキララやセイラと前よりずっと一緒にいられるからね」

「……！」

　お父さんの言葉に、私は俯うつむきかけていた顔を上げます。

　ああ、お父さん……！

「お父さん、大好きです！」

「うん」

「今すぐ結けつ婚こんしましょう！」

「うん……うん？」

　お父さんは首を傾かしげます。

　構わず私はその首に抱だきつきました。

　この胸いっぱいにお父さんを感じます。

「やっぱり御お夕飯も私がお手伝いします！　夫婦一緒にこの女子寮を切り盛りしていきましょう！」

「いやいやいやちょっと待って！　ていうか静かにして！」

　お父さんは慌あわてて私を引き剝はがそうとします。

　放しません！

　絶対絶対放しません！

　それこそ一生！　ずっと！　一緒です！

「お父さん愛してます！」

「分かったから放して！」

　気がついたらのら猫はどこかへ行ってしまっていました。

　お父さんと結婚したら猫も飼いたいですね。

　あとでセイラにもどんな猫がいいか聞いておきましょう。










　　　姉妹しまいの休日（セイラ編）







　起きたらパパもお姉ちゃんもいなかった。

　置き手紙によると、寮りようの備品を買いにふたりで出かけたらしい。

「私だけ置いてけぼり……」

　そりゃ二に度ど寝ねしたのは私だけどさ。

　いや、三度寝？　四度寝？

　まあそれはいいとして。

　置いてくのはヒドい。

「あー、今日どうしよっかなー」

　元々今日はのんびりする予定だった。

　新生活の気き疲づかれとかでいろいろ溜たまってたし。

　お姉ちゃんはそういうのまったく感じてないみたいだけど。

　図太いというか、マイペースというか。

　こんなに一気に環かん境きようが変わったのに、お姉ちゃんは全然ブレない。

　早さつ速そく学級委員に推すい薦せんされてたし。

　何かの部活にも勧かん誘ゆうされてたし。

　それ全部断っちゃうし。

　放課後はお父さんのお手伝いしたいからって……そんな断り文句を外で平然と使わないで欲しい。

　なんか親孝行な娘むすめって思われて、余計に評価上がってたけど。

　ああいうのズルいっていつも思う。

　妹の私からしたらお姉ちゃんって相当な変人なんだけど、周りから浮うくなんてことなくて、なぜか不思議と上う手まくいくんだよね。

　やっぱり勉強ができるからかな。

　この前の小テストも満点だったし。

　基本的にマジメだし。

　美人だし。

　ラブレターまで貰もらって、相変わらずモテるし。

　一方、私はまあ、まあまあだ。

　勉強は普ふ通つう。

　評価も普通。

　友達はそこそこできた。

　まあ、その新しい人間関係で気疲れしてるわけだけど。

　と言っても、こんなの普通だ。

　別にその友達が変な人ってわけでも、悪い人ってわけでもない。

　赤の他人と友達になるには、多少の段階がいる。

　お互たがいの趣しゆ味みを知ったり。

　昼休みにお喋しやべりしたり。

　話を合わせたり。

　何かとくっついたり。

　一いつ緒しよに行動したり。

　はじめから波長の合う人もいるだろうけど、友達作りって最初は疲れるものだ。

　何もしなくても人が集まってくるお姉ちゃんみたいなのは例外。

　まーそれは置いといて。

　パパとお姉ちゃんが帰ってくるまで何してよう。

　さすがにもう眠ねむくないし。

「あ、そだ」

　私は思い立って居間のパソコンデスクに向かう。

　ウチのパソコンは主にパパの仕事用だったが、昔から家族で共用していた。

　私は自分のアカウントのパスワードを入れ、ウインドウを開く。

　それからスマホをケーブルでパソコンに繫つないで、写真の画像フォルダをクリックした。

　バババッと並べて表示されるパパの写真。

「……」

　私はそれらの写真を分類して整理し、パソコンの隠かくしフォルダにコピーしていく。

　バックアップは大事。超ちよう大事。

　うっかり消してしまったら、データは二度と返ってこない。

　たとえばこの、居い眠ねむりしてヨダレ垂らしてるパパの寝ね顔がお写真とかも。

　……。

　……。

　まあ、うん。あくまで家族写真だし。

　別にやましいことには使ってないし。ないし。

　パパとお姉ちゃんのいない時間を狙ねらって整理してるのも他意はないし。

　単に時間がかかるからってだけだし。

　てかファイル数多いから、ホントに時間かかるし。

　……。

　……。

　…………。

「………………ふぅ」

　やっと終わった。

　ちょい疲れた。

　そんで気づいたらメッチャ時間経たってた。

　くぅ～。

　集中が切れた途と端たん、お腹なかが鳴る。

　お昼食べよ。







「あ」

「あ」

　お姉ちゃんが作っておいてくれたカレーを食べていると、シリンさんが寮のキッチンに現れた。

「お昼ですか？」

「あっ、うん」

　私が尋たずねると、シリンさんは小さく頷うなずく。

　若じやつ干かん目が泳いでる。

「あの」

「はっはい!?」

「お姉ちゃんが作り置きしてくれたカレー、まだ余ってるんですけど食べます？」

　私は試ためしに尋ねてみた。

「えっと……じゃ、じゃあ、いいかな？」

　シリンさんはしどろもどろに頷いた。

　私は席を立って、彼女の分のカレーもお皿によそう。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　私とシリンさんは対面に座り、一緒にカレーを食べ始める。

　と言っても、私のは残り少なかったのですぐ食べ終わる。

　でもそのまま席は立たず、シリンさんのことを見ていた。

「あの、シリンさん」

「んっ！　な、何？」

「この前も訊ききましたけど、その伊だ達てメガネどこで買ったんですか？」

「これはえっと……ごめん。この前から思い出そうとしてるんだけど、どこのお店で買ったのか忘れちゃって。たぶんララスクエアとかで買ったと思うんだけど」

「ララスクエア？」

「駅前の大きなビル。いろんなお店が入ってるの」

「駅ビルのお店ってことですか？」

「えっと、駅ビルとは違ちがくて……」

　シリンさんはチョイチョイつっかえつつ、丁てい寧ねいに説明してくれた。

　その話を聞きながら、私はひとつ確信する。

　この人わりといい人だ。

　多少、挙動不ふ審しんだけど。

　それはたぶん警けい戒かい心しんが強いだけだと思う。

　もしくは私みたいなタイプが苦手とか。

「……」

　まあ後者かな。

　何度か避さけられた覚えあるし。

　それはそれとして。

　できればここの人とは仲よくしときたい。

　サキとはもう仲よしだけど。

　大人組はまだ手て探さぐりだ。

　で、このシリンさんとあのオッパイ痴ち女じよさん。

　どちらを先に攻こう略りやくするかといったら、断然こっちだ。

　話せば分かるタイプだと思うし。

「あの、このあとシリンさんの部屋に遊びに行ってもいいですか？」

「え……うえぇ!?」

　何もそんな驚おどろかなくても。

　スプーン落としてるし。

「えっと、あの……何で？」

「実はパパもお姉ちゃんも出かけちゃって暇ひまなんです」

「サ、サキちゃんは？」

「サキもさっき昼食に誘さそったんですけど留守みたいで」

「あ、その、実は今散らかってて」

「そんなー気にしませんよー」

「えっと」

　シリンさんはあたふたしている。

　凄すごく部屋に入れたくなさそう。

　でもこれは押せばイケると見た。

　逃に・が・さ・ん。




　というわけで、シリンさんの部屋に遊びに来た。

「おー！」

「あ、あんまり見ないでね……」

　シリンさんは恥はずかしそうにしている。

　確かにちょっと散らかっていた。

　でもそんなヒドいってほどでもない。

　携けい帯たいゲーム機やコントローラー、ゲームソフトなどがほっぽり出してあるくらいだ。

　マンガやライトノベルはキチンと棚たなに並んでいるし、フィギュアなんかも綺き麗れいに飾かざられている。

「へぇー、シリンさんってゲームとかマンガ好きなんですね」

「うん……」

「もしかしてアニメとかも観みます？」

「ま、まぁ、多少は……」

「？」

　なんか元気なくない？

　いや、最初からハイテンションな人じゃないけどさ。

「あのー、もしかして怒おこってます？」

「へっ？　いや、え？　何で？」

「いや、ちょっと私強ごう引いんだったし、気を悪くしたんだったらごめんなさい」

「う、ううん！　そういうわけじゃなくて！」

　私が頭を下げると、シリンさんは慌あわてたように首を横に振ふった。

「ただちょっと……その、こういう部屋ってヒかれるんじゃないかなーって思って」

「え？　何でですか？」

「ほら、いい歳としなのにオタクグッズばっかりだし……わ、笑われそうっていうか」

「？」

　シリンさんの言葉に私は小首を傾かしげる。

「いや、ウチのパパって前にこういうの作る仕事してたんで」

「……！」

「親の仕事笑ったりしませんよ」

　私がそう答えると、シリンさんはちょっと驚いた顔をした。

「そうなんだ……」

「まーエロいのとかは単純に恥ずかしいですけどねー。女の子なので」

「そ、そうだよね」

「シリンさんって普ふ段だんどんなゲームやるんですか？」

「え？　その、『狩しゆ猟りよう仁じん義ぎ伝ゴクドウちゃん』とか『タコタコスプラッシュ』とか」

「『タコタコスプラッシュ』なら聞いたことあります。よかったら、やるとこ見せてもらっていいですか？」

「え？」

「ウチってゲーム機とかないんで。一回見てみたかったんですよね」

「なら、ちょっと対戦してみる？」

「いいんですか？　たぶん私ヘタですよ」

「ハンデつけるから大だい丈じよう夫ぶ」

　シリンさんはそう言うと、ゴソゴソとゲームの準備を始める。

　やがてテレビにタコちゃんのキャラクターが映った。

　私はシリンさんからコントローラーを受け取り、彼女の隣となりに腰こしかける。

　話題になればと思って言い出したことだけど、なんだか思ってたよりシリンさんの食いつきがよかった。

　それに実際、ゲームをやるのは本当にはじめてだ。

　せっかくだしこれをキッカケに仲よくなれれば……なんて思いながら、私はシリンさんから操作方法を教わった。







　シリンさん強つよッ！

　メチャクチャ手加減してもらったのにメチャクチャ負けた。

　いや、後半は多少勝負になったんだけど、全然勝てなかったし。

　でも筋がいいって言われた。

　あとまたやろうって誘われた。

　仲よくなる目的は達成できた気がする。

　今日はゲームばっかり教わったけど、今度は女子大生のメイク術とか流は行やりとかも教えてもらおっと。







「ただいま～……って、まだ帰ってないの」

　管理人室に戻もどってきた私は、まだ室内が暗いことに軽くため息。

　パパもお姉ちゃんも遅おそくない？

　もしかしてどこかでふたりで遊んでるんじゃ……。

　むぅ。

　ずるい。

　私は壁かべの時計を見る。

　もうすぐ夕方。

　お昼に出かけてこんな時間まで。

　ずるい！

「あーもう、仕方ないなぁ。洗せん濯たく物ものでも取り込も」

　お昼前に干したならそろそろ取り込まないとだ。

　私はここにいないふたりにブツブツ文句を言いつつ、居間の隅すみに置いてあるカラの洗濯カゴを持ち上げる。

「……！」

　と、その時ふとある物が目に留まった。

　それは洗濯カゴの下した敷じきになっていた……パパの下着だ。

　恐おそる恐る指でつまんで拾い上げる。

　洗せん剤ざいのにおいは……しない。

　たぶん洗濯し忘れの物がカゴの下敷きになってしまい、お姉ちゃんたちも気づかなかったんだと思う。

「……ゴクッ」

　無意識にツバを吞のみ込む。

　なんか凄く聴ちよう覚かくが敏びん感かんになっていた。

　時計の針の音が大きく聞こえる。

　あと廊ろう下かの気配。

　廊下に誰だれかいないかメッチャ気になる。

　静かに耳を澄すませてみた感じ……たぶん誰もいない。

　ていうか、パパたちが帰ってきたら管理人室の鍵かぎを開ける音で分かるし。

　つまり今なら私が何しても誰にも気づかれない……！

「……」

　実は私はあんまり人に言えない秘密がある。

　12年間完かん璧ぺきに隠かくし通してきたので、誰にも気づかれていない私の秘密。

　それは。




　クンクン　ドシャアアアアアアアアア（崩くずれ落ちる音）




　パパの下着のにおいを嗅かいだ私はその場に倒たおれてしまった。

「はぁ、はぁ」

　興奮しすぎた所せ為いか、呼吸が荒あらくなってる。

　そう。

　実は私は、極度のにおいフェチでした。

　いや。

　別に最初からこうだったわけじゃなくて。

　ほら。

　加か齢れい臭しゆうってあるでしょ？

　パパも三み十そ路じ前だし。

　まだそんなキツいにおいってわけじゃないけど。

　多少は、ほら、昔よりにおいも強くなってるわけで。

　なんだか最近それに気づいちゃって。

　そしたらこう、キュンッ、と来ちゃって。

　まあつまり。

　何が言いたいかというと。

　パパのにおいは、ヤバい。
















　メッチャ頭がクラクラする。

　ヤバい。

　これの所為で、最近はあんまりパパの傍そばに近寄らないようにしてる。

　うっかりこんな状態になったらヤバすぎるし。

　だからちゃんと隠してるのだ。私は。

　こんなのサキやお姉ちゃんや、ましてやパパに知られたりしたら……。

「……」

　それはそれとして。

　今は誰もいないわけだし。

　もう一回深呼吸しても、だ、大丈夫だよね？

　ガチャッ

「!?　!?　!?　!?」

　口から心臓飛び出るかと思ったし！

　私は慌ててパパの下着を洗濯カゴに突つっ込こむと、ソファにダイヴして急いで乱れた髪かみを取り繕つくろう。

「ただいまーセイラー。さすがにもう起きてますよね？」

「お、お帰りお姉ちゃん」

　私はまだ心臓をバクバク言わせながら、平静を装よそおって返事をする。

「いやー、結構大荷物になっちゃって大変だったよ」

　帰ってきたパパとお姉ちゃんは両手いっぱいにビニール袋ぶくろを提さげて、確かにとても大変そうだった。

「あっ、セイラ。洗濯物取り込んでくれた？」

「あっ！　いや！　今行こうと思ってたとこ！」

「そう？　じゃあ、そのままお願いできる？」

「任せて！」

　私は洗濯カゴを引ひっ摑つかんで、駆かけ足で管理人室を出た。

　あーっ、あーっ。

　心臓に悪い！

　私は心臓をドキドキさせたまま階段をのぼり、屋上の物干し台のところに出る。

　寮りようで共用の物干し台にはウチ以外の洗濯物も干してあって、シャツやタオルが風でパタパタとはためいていた。

「さてと」

　ゆっくりと取り込みますか。

　ちょっと落ち着きたいし。

「セイラ」

「ひゃい!?」

　落ち着こうとした矢先に背後からパパに声をかけられ、またしても心臓が飛び出そうになる。

「な、何か用？」

「いや、洗濯物取り込むの手伝おうと思って」

「ふーん、あっそ」

　私は動どう揺ようを悟さとられないためにツンとした態度を取る。

　本当はちょっと嬉うれしかった。

　パパも買い物で結構疲つかれてるはずなのに手伝いに来てくれて。

「じゃあ、さっさと取り込んじゃおっか」

　パパはそう言って、私の隣に並んで洗濯物を取り込み始める。

　その時、パパのにおいが私の鼻び腔こうをくすぐる。

　下着ほどじゃないけどやっぱりにおう。

　キュンとするけど、安心する。

　さっきはいろいろと言ったけど。

　本当は、子供の頃ころからずっと好きだった。

　昔からずっと傍にあった──パパのやさしいにおいが。










　　　授業参観







「お父さん、これ」

「ん？」

　ある日、キララとセイラが学校のプリントを持ってきた。

「授業参観のお知らせ？」

「はい。来週の水曜日に」

　キララが頷うなずく。

「へぇ、もうそんな時期なんだ」

　僕はプリントに書かれた日時を確かめながら呟つぶやく。

　授業参観。

　学校での娘むすめたちの様子を知るいい機会だ。

「……」

　ふとそこで、僕はセイラが不安そうな顔をしているのに気づく。

「セイラ、どうかした？」

　僕はプリントを持ったまま尋たずねる。

　すると、セイラは少し躊躇ためらったあと、

「パパ、来れる？」

　と、小さな声で言った。

　それは普ふ段だんの強気な彼女からは想像できない声こわ音ねで。

　僕は娘を安心させるようにポンッと頭に手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。買い物を早目に済ませれば、時間は作れるから」

「……ん。そう」

　撫なでられるのが恥はずかしそうに、そっぽを向くセイラ。

　けど特に逃にげようとはせず、されるがまま撫でられ続けている。

「あっ、ズルいです。お父さん、私も撫でてください」

「はいはい」

　僕は両手で娘たちを撫でながら、ちょっと昔のことを思い出していた。

　あれは陽ひノの目め荘そうに引っ越こしてくる前。

　僕らがまだ東京に住んでた頃の話だ。




　１年前。




　朝。僕は包丁がまな板を叩たたく音で目を覚ました。

「ん～……あ、おはよう」

「おはようございます、お父さん」

　台所に立つキララが振ふり返って笑みを浮うかべる。

　また料理に戻もどる彼女の背を見ながら、僕は大きなあくびをひとつ。

　ふとそこで、セイラがまだ寝ねていることに気づく。

「セイラ。セイラ、朝だよ」

「ん……わっ！　きゃっ！」

　セイラは起きるなり驚おどろきの声を上げて飛び退のく。

「パパが胸触さわった！」

「えっ、あ、ごめん」

　揺ゆする時に無意識に触っていたようだ。

　しかし、セイラもそういうのを気にする年とし頃ごろか。

　ふたりとももう小学六年生だ。

　来年には中学生になる。

　次からは気をつけよう。

　と。

「お父さん、朝から娘にセクハラですか!?」

　今まで朝食を作っていたキララがいきなり素っ飛んできた。

「私にもしてください！」

「何で!?」

「不公平です！」

「公平にするもんでもないから！」

「でもセイラだけズルいです！」

　話を振られたセイラは少し頰ほおを赤くする。

「私が触らせたわけじゃないもん！　パパが勝手に！」

「いや事故だよ。事故だからね？」

　僕は娘らを何とか宥なだめる。

　その後、布ふ団とんを畳たたみ、キララの用意した朝食を三人で囲む。

「いただきます」

「いただきます」

「いただきまーす」

　白米のご飯にお味み噌そ汁しる、お漬つけ物もの、焼き魚。

　スタンダードな日本の朝食を食べながら、軽く今日の予定をチェックする。

　僕の勤め先は幻げん想そう社という出版社だ。

　僕はそこで編集をしている。

　今日は打ち合わせが二件に会議が一件。

　それと原げん稿こうの確かく認にんが三つ、四つ溜たまっている。

　内一件は今週中に作家さんに戻さないといけない。

　あとは記事作成などの業務がいくつか。

「お父さん、今週も忙いそがしいですか？」

　スケジュール帳を見ていた僕に、キララが箸はしを止めて尋ねてくる。

「うん。まぁ、今日も遅おそくなっちゃうね」

「そうですか……」

「？」

　心なしかキララがションボリしている。

「どうかしたのかいキララ？」

「あっ！　いえ、何でもないです」

　キララは慌あわてたように首を横に振る。

「じゃ、じゃあお父さんのお弁当詰つめておきますね」

　そう言って娘はご飯を終えて台所の方へそそくさと行ってしまった。

「？」

　キララが隠かくし事なんて珍めずらしい。

　もしかして、妹に続いて姉も反はん抗こう期に入ったのだろうか？

　だとしたら……結構ヘコむなぁ。

「……」

　──落ち込む僕をセイラがジト目で見ていたが、その視線の意味にこの時は気づかなかった。







　昼前に出社した僕は、今日も今日とててんてこ舞まいになっていた。

「夏なつ目めー。ファンタジアマガジンの記事は？」

「それなら夕方までに上げる予定です」

「〇〇先生の原稿は？」

「先生が先週風か邪ぜ引いちゃったみたいで。リスケして何とか来週中に上げてもらう話になってます」

「午後の会議の資料は──」

「それは──」

　催さい促そく。確認。報告。

　常に何らかの業務に追われている。

　別の出版社から幻想社に移って五年。

　去年から担当する作家も増え、今年もいくつか新作を立ち上げた。

　それに比例して担当作の記事作成案件も増え、イベント関連の打ち合わせも増え、時間ばかりがドンドンなくなっていくようになった。

　だからとにかく毎日が忙しい。

　キララに用意してもらったお弁当を食べる暇ひまもないほどだ。

　今も電話中にお腹なかが鳴ってしまった。

　このあとの会議まで少し時間がある。

　それまでに少し遅めの昼食をとるか。

「夏目」

　と思っていたら、電話を終えた直後に編集長に呼ばれた。

「はい！」

　僕は慌てて編集長机の方へ向かう。

「お前、明後日あさつての13時は空いてるか？」

「13時……はい、大丈夫ですが」

　僕はスケジュール帳を開きながら答える。

「なら加か賀が先生が東京来て打ち合わせするから、そこに同席しろ」

　加賀先生といえば、編集長自ら担当する幻想社でもトップクラスの作家だ。

　その打ち合わせの場に僕が同席ということは……。

「もしかして、担当替がえですか？」

「ああ。来月から加賀先生の担当は夏目に任せるから。明後日は挨あい拶さつがてら打ち合わせと飯な」

「はい。分かりました」

「まあそういうことだから、うっかり別の予定入れるなよ」

　僕は編集長の言葉に頷うなずき、自分の席に戻る。

　すると、隣となりの同どう僚りようが話しかけてくる。

「加賀先生の担当任されるとか、やっぱ夏目は期待されてるな」

「そんなことないですよ」

「謙けん遜そんするなって。今年立ち上げた新作も調子いいし、来年には副編集長かな？」

　肩かたをウリウリしてくる同僚に僕は曖あい昧まいに笑って返す。

　加賀先生はベテランだ。

　この業界も長く、僕が学生の頃ころから本を出している。

　実はこっそりファンだったりする。

　だから、担当できることはもちろん嬉うれしい。

　今以上に忙しくなったら、ホントに帰る暇もなくなりそうだけど……。

「夏目ー。会議行くぞー」

「はい！」

　名前を呼ばれ、僕は慌てて会議の資料を抱かかえて会議室に向かう。

　あれこれと考えるのは、ひとまず目の前の仕事を片づけてからにすることにした。







　夜。

「ああーーー」

　僕は机に突つっ伏ぷしながら、ゾンビのような呻うめき声を上げた。

　つ、疲つかれた……。

　ずっと仕事してた。

　さっきやっと今日の分が終わったところだ。

「……」

　あと15分で会社を出ないと終電に間に合わない。

　それまで少し机で休んでいくか。

「……！」

　ふとそこで机の隅すみに置いてあったキララのお弁当を思い出した。

　そういえばお昼に食べようと思って、すっかり忘れていた。

　会社を出る前に食べてしまうか。

　弁当箱の包みを解いて、フタを開ける。

　中身は冷えていたが、とても美お味いしそうだった。

　ご飯のところに『パパ大好き』と書かれているのは、恥はずかしかったりニヤけたりしてしまうけど。

「……」

　そのお弁当を食べていると、今朝のキララの顔を思い出す。

　あの時、あの子は一体何を言いかけたんだろう？

　そんなことを考えながらお弁当を食べ終えて、僕は会社を出た。

　ピルルルル

　駅へ向かう道すがら、懐ふところの携けい帯たい電話が鳴る。

「ん？　……なんだ、ナガレか」

　通知画面に表示されていたのは悪友の名前だった。

　高校時代からのつき合いで、僕が上京してからも時々会ったりしている。

「はい。夏目」

『よーコノハ。元気だったか？』

「まあね。ナガレこそどうしたんだ？」

『今度また東京行くから、そん時飯でも食おうぜ』

「ああ、予定が空いてたらいいよ。いつ？」

『えっとなー来週の……』

　そうしてナガレと話す内に駅の改札を抜ぬけ、ホームへの階段をのぼる。

「そろそろ電車だから、もう他に用はないか？」

『俺はないけど』

「けど？」

『お前こそ何か悩なやんでないか？』

「僕？　何で？」

『お前悩み事があるとすぐ声に出るからな』

　電話口からナガレの笑い声が聞こえてくる。

　まったく、この悪友は昔からこうだ。

「実は娘むすめのキララに隠し事されてさ」

　僕は苦笑いし、観念して話し始める。

『隠し事？』

「と言っても大した話じゃないんだ。何か言いたそうなのに、それを言ってくれなくて」

『ほー、親ってのは大変だな』

「どうしたらいいと思う？」

　僕は尋たずねるが、

『子供の対処法なんか知らん。俺まだ独身だし』

　と、にべもない返事が返ってきた。

　僕はその場でズルッとズッコケそうになる。

　こちらの呆あきれた気配を察したのか、ナガレはまたハハハと笑って。

『まあ、そういうのは話してくれるのを待つか、もう一度話を聞くしかないだろな』

「……それもそうか」

　ヘタに勘かんぐったり、コソコソ探さぐったりするのは逆効果なこともある。

　明日……もう今日か、朝になったらキララと話そう。

　と、そこで電車がやってきた。

「助かったよナガレ。電車が来たから、もう切るな」

『おう。また来週な』

「また来週」







　そして朝になった。

　今朝もまたキララの作ってくれた朝ご飯で食しよく卓たくを囲んでいた。

「キララ」

「はい？」

　僕は箸はしを止め、キララの顔を見つめる。

　さてどう尋ねるべきか。

　数すう瞬しゆん迷ったが、結局率直に尋ねることにした。

「お父さんに何か言いたいことがあるんじゃないかな？」

「あっ……！」

　キララは驚おどろいたように目を泳がせる。

　何だろう……そんなに言いづらいことなのかな。

　もしかして何か物を壊こわしてしまったとか？

「大だい丈じよう夫ぶだよ。怒おこったりしないから、何でも言ってごらん？」

「……」

　キララはしばらくモジモジとしていたが、やがて箸を置いた。

　それから立ち上がると、自分のランドセルを持ってくる。

「……？」

　何だろうと思っていると、キララはランドセルの中から一枚のクシャクシャになったプリントを取り出した。

「あの、これ……」

「授業参観？」

　差し出されたプリントを受け取って読む。

　どうやら学校で授業参観があるらしい。

　もしかして、これが言い出せなかったのかな？

「なんだ、これくらい……」

　そう言いかけて、ふと手が止まる。

　プリントに書かれた日時は……明日の五時間目。

　加賀先生との打ち合わせとかぶる時間帯だ。

「お父さん、来られますか？」

　キララの不安げな期待を込こめた声。

　それに僕は。

「あ……」

　一瞬、答えるのを躊躇ためらってしまった。

「……！」

　キララはとても聡さとい子だ。

　今の一瞬で、彼女は慌あわてたように笑え顔がおになった。

「やっぱり大丈夫です！　お父さんが忙いそがしいのは分かってましたから、気にしないでくださいね」

　キララは早口に捲まくし立てるとランドセルを急いで背負って立ち上がる。

「セイラ。私、先に行くから。あなたも早くね」

「あ、キララ！」

「お父さん、いってきます！」

　僕が止める間もなく、キララは外へ出て行ってしまった。

　あとには僕とご飯が途と中ちゆうのセイラだけが残される。

「あーあ」

　一部始終を見ていたセイラがぽつりと呟つぶやく。

「パパやっちゃったね」

「うん……」

　僕はドアに向かって伸のばしていた手を下ろし、力なく答える。

「どうせ無理なら、期待させるようなこと言わなきゃいいのに」

「ごめん」

「私はいいよ別に。パパが忙しいのはホントだし」

「そうだけど……」

「明日何かあるの？」

「新しい先生と顔合わせの打ち合わせ」

「あー、それじゃ仕方ないね」

　セイラはごちそうさまを言いながら、キララの分の食器も片づけ始める。

「……お姉ちゃんさー、ちょっとこの前同級生にからかわれてさ」

　食器を水につけながらセイラが学校のことを話し始める。

「パパ去年も一昨年おととしも授業参観来れなかったから……そのことでちょっとね。それで少しお姉ちゃんムキになっちゃって」

「それで……」

　あんなに言いにくそうにしてたのか。

　それに……僕も油断していた。

　去年も一昨年も行けなくても、ふたりとも大丈夫そうにしていたから。

　いや、油断じゃなくて、僕は娘に甘えてたのかな……。

「まあ、お姉ちゃんのことは私がフォローしておくから」

　急いで片づけを終えたセイラはそう言ってランドセルを背負う。

　たぶんキララを早く追いかけるためだろう。

　けど、僕は見てしまった。

　いってきますと言ったセイラの表情も、さっきのキララと同じだったのを。

「……」

　僕は自分の首の裏を摑つかむように頭を抱かかえ、食べかけのご飯を見つめる。

　ふたりは僕の自じ慢まんの娘だ。

　彼女らを立派に育てるためには、僕が働かないといけない。

　でも、その所せ為いでふたりを悲しませるのは……。

　僕はどうするべきだろう。

「……よし」

　僕はひとつの決意を固めて、朝食の残りを口にかっ込んだ。
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　翌朝。

　いつも通り６時に目を覚ました私は小さく体を伸ばす。

「んー……」

　少しボーッとします。

　やや頭がハッキリしてきたところで、ふと隣となりで眠ねむるお父さんの顔を見ました。

「グゥゥゥ」

　とてもよく眠っています。

　もしかして朝方に帰ってきたのでしょうか？

　お父さんは忙しい時には終電どころか、始発で帰ってくることもよくあります。

「……」

　私はお父さんを起こさないように着き替がえてから、朝食の準備を始めました。

「ん……お姉ちゃん、おはよ」

「おはようセイラ」

　しばらくして妹も起きて、もぞもぞと着替え始めました。

　お父さんはまだ寝ねています。

「お父さん、朝……」

「あ、起こさなくていいですよ」

「え？　でも……」

「お父さん疲つかれてるから」

「……ん。そだね」

　それから、私とセイラは静かに朝ご飯を食べ始めました。

　ふたりで囲む食卓は少し寂さびしい。

　けどお父さんの出社時間なら、本当は毎日もっと寝ていられるはずです。

　私たちと朝ご飯を食べるため……そのためにお父さんは毎朝起きてくれています。

　これ以上迷めい惑わくはかけたくありません。

「じゃ、セイラ。学校行きましょう」

「うん」

　朝ご飯を食べ終えた私たちは、お父さんを起こさないように静かにドアを閉めて学校に行きました。







　さすがに今日の学校は憂ゆう鬱うつでした。

　午後の授業参観の時間が近づくにつれ、憂鬱な気分はドンドン大きくなり、前に私をからかったクラスメイトの視線が気になってしまいました。

　お昼休みが終わった辺りから、皆みんなのお父さんお母さんが現れ始めます。

　当然、その中に私のお父さんはいません。

　お仕事があるのだから当たり前です。

「授業参観に来てもらえないなんて、お父さんに愛されてないんじゃないの？」

　この前そう言われて、ついムキになってしまいました。

　そんなことない。

　お父さんは私たちを好きだ、って。

　セイラは、ただのやっかみだから気にするな、って言ってましたけど。

　どうしても否定したかった。

　それでお父さんを困らせてたら意味ありませんけど。

「はぁ……」

　自分のやってしまったことを思い出して、思わずため息をつきます。

　どちらにせよ今日だけの辛しん抱ぼうです。

　今日一日我が慢まんすれば、またいつもの……。

「はい。では授業を始めますよー。皆さん席に着いてくださーい」

　いつもより少し明るい先生の声でみんな席に着きます。

　教室の後ろはもう一いつ杯ぱいでした。

「今日は授業参観ですからねー。皆さんには、自分の家族についての作文を発表してもらいまーす」

「はーい！」

　誰だれかが元気よく返事をして皆のお父さんやお母さんの笑いを誘さそいます。

　充じゆう分ぶんに場も温まったところで、先生が私を見ました。

「それじゃあ夏目さん。号令をお願いします」

　私はクラス委員長です。

　授業前の号令は私の役目ですけど、今日はじめてこの役を誰かに替かわってもらいたいと思いました。

「起立」

　私は渋しぶ々しぶと号令をかけます。

「れぇ……」

　そして、私が礼と言おうとした──その時でした。

　突とつ然ぜん、バタンッと大きな音を立てて教室の扉とびらが開きました。

　皆ギョッとして、音のした方を振ふり返ります。

　そこにいたのは……。

「お父さん！」

「あー、えっと……スミマセン、遅おくれてしまって」

　お父さんはゼェゼェいいながら先生に謝り、他のお父さんやお母さんにもぺこぺこ頭を下げながら教室に入ってきました。

　お父さんは教室後ろの隅すみっこに収まると、私たちに小さく手を振ってくれました。

　何でお父さんが来てくれたのか分かりませんでしたけど。

　それが私には嬉うれしくて嬉しくて……。

「礼！」

　ついつい弾はずんだ声を出してしまったのでした。
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　──なんてことが、去年あった。

　あのあと僕は加賀先生の担当を辞退し、悪友に陽ノ目荘の管理人職を紹しよう介かいしてもらった。

　作家の引き継つぎなども無事に済ませて退職したあと、娘むすめたちと栃とち木ぎに引っ越こしてきた。

　編集の仕事に未練がないわけではないが、後こう悔かいはしていない。

　こうして娘の授業参観にも来られることだし。

　まあ、去年も何とか行けることは行けたんだけど、キララの書いた作文がトンデモナイ内容で保護者の皆さんが大驚きよう愕がくして大変だったなぁ……。

　もう中学生だし、今回は作文発表はないみたいでひと安心だ。

　と、そろそろ終業のベルが鳴る。

「はい。それでは授業ももう終わりますので」

「えっ!?　ちょっと待ってください先生！」

　授業のまとめに入ろうとしていた先生を止めたのはキララだった。

　どうしたんだろう……と思っていると。

「先生、今年は家族への作文はないんですか!?」

　そう言いながらキララは机から分厚い原げん稿こう用紙を取り出す。

「えっ？　先生、そんな課題出しましたっけ？」

「言ってませんでしたが、言い忘れたんだと思ってました」

「えぇ……」

　キララの発言に先生は困こん惑わくする。

　そして僕とセイラは嫌いやな予感がする。

「私のお父さんへの気持ちを綴つづった作文を用意したのに……せっかくなので読ませてください！」

「えっ、あ、いや」

「では読みます」

「……！」

　さすがに中学生女子が保護者の前で「アレ」を読むのはマズい。

　具体的には僕の世間体ていが死ぬ。

「キララちょっと待って！」

「お姉ちゃんマジやめて！」

　僕とセイラは朗読を開始するキララを慌あわてて止めに入った。










　　　長なが月つき流ながれ







　夕方。

　僕は買い物袋ぶくろを両手に持ちながら、陽ひノの目め荘そうへの帰り道を歩いていた。

「ふぅ、重おも」

　六人分の夕飯の食材はさすがに結構な量だ。

　最寄りのスーパーまで片道12分。

　この程度で重労働とは言わないが、歩いているとちょっと肩かたが痛くなってくる。

　自動車はまだ検討中だが、買い物用に自転車くらい買おうかな。

　そんなことを考えている内に、陽ノ目荘の屋根が見えてきた。

　娘たちはもう帰ってきているだろうか？

　新しい学校生活にも慣れてきた頃ころだし、どこかで寄り道しているかもしれない。

　ふたりにサキさん以外の友達はもうできただろうか？

　セイラはともかく、キララは少し心配だ。

　あの子は少し僕のことを優先しすぎるところがあるから。

　悪いことではないけれど。

　ただちょっと過か剰じようだ。

　もっと自分の時間を大切にして欲しい。

　まあ、陽ノ目荘の管理人になる前は毎日仕事終わりが夜遅おそくて、家事はキララに任せっきりだった僕にも責任があるのだが。

　その点は本当に申し訳なく思っている。

　だが今は管理人の仕事をしながら家事の大部分は僕がやっている。

　この仕事を引き受けた理由の半分は娘の負担を減らすためだ。

　もう半分は娘たちとの時間を作るため。

　それは今のところ上う手まくいっている……と思う。

　隙すきあらばキララは何かしら家事をやってるけど。

　特に休日の洗せん濯たくの仕事は有う無むを言わさずとられる。

　お陰かげで僕のトランクスは週一でアイロンをかけられ、いつも新品の穿はき心ごこ地ちだ。

　その丁てい寧ねいすぎる仕事には何か執しゆう念ねんを感じるけれど……。

　と。

「サキさん」

「あら、管理人さん」

　陽ノ目荘の前にサキさんがいた。

　どうやら娘たちより先に帰っていたようだ。

　彼女は陽ノ目荘の玄げん関かん前にしゃがんで猫ねこのお腹なかを撫なでていた。

「その子、のら猫ですか？」

「はい。名前はナナハチです」

　猫──ナナハチはお腹を撫でられ、ノドをゴロゴロ鳴らしている。

「だいぶサキさんに懐なついてますね」

「地域猫だから人に慣れてるんですよ。私以外からも餌えさを貰もらっていると思います」

　そこでふとサキさんが僕を見上げる。

「管理人さんも触さわってみます？」

「いいんですか？」

「それはナナハチ次し第だいですけど」

「それもそうですね」

　僕は笑い、荷物を玄関先に置く。

　それからサキさんの隣となりにしゃがみ、ゆっくりとナナハチに手を伸のばした。

　ナナハチはチラッと僕を見て。

「……なーぉ」

　ひと鳴きだけして、また仰あお向むけに戻もどる。

　撫でて良いぞとお許しをもらったようだ。

　では有あり難がたく、とナナハチのもふもふしたお腹に手を埋うずめる。

　おお、柔やわらかい、温かい。

　手触りのいい毛並みの奥のぷにぷにしたお腹。

　最高の撫で心地だ。

　気持ちいい。

　ただただ気持ちいい。

　猫、最高である。

「クスクス」

　ふとサキさんが口くち許もとを押さえているのに気づき、僕はハッとする。

「管理人さん、凄すごくいい顔をしてらっしゃいますね」

「そんなに表情に出てました？」

「ええ、とても」

　サキさんは下唇くちびるに人差し指を当て、少し考える素そ振ぶりをして。

「こういうの何と言うんでしたっけ……アヘ顔？」

「たぶん違ちがいます」

「トロ顔でしたっけ？」

「ある意味トロけてましたが、きっと違います」

　サキさんの口からアヘ顔とかトロ顔とか言われると凄い違い和わ感。

　それだけだらしない顔をしていたのかもしれない。

　僕はナナハチの魔ま性しようの腹から手を離はなし、ちょっと反省。

　お腹が空あいたので、サキさんが再び撫で始める。

「そういえば、管理人さんてお幾いくつなんですか？」

　サキさんがふと尋たずねてくる。

「29歳ですね」

「早生まれですか？」

「？　そうですね。１月生まれです」

　重ねて質問され、僕は反射的に答える。

　するとサキさんは小さく頷うなずき、

「やっぱりお若いんですね」

　と言った。

「……やっぱり？」

「いえ、見た目がお若いので」

「……」

　僕はちょっと黙だまり込む。

　今のは少し不用意だった。

　僕はすでにオッサンと呼ばれる年ねん齢れいだ。

　が、中学生の娘がいるにしては若い。

　世間的には若すぎると言ってもいい。

　変な勘かんぐりをされても無理からぬことだ。

「まあ、そんな怖こわい顔なさらないでください」

　サキさんは僕を見て驚おどろいた顔をする。

　いつの間にか眉み間けんに力が入っていたようだ。

　彼女は場を和なごませるように微笑ほほえむ。

「別に、どのような事情があったとしても気にしませんよ。宇宙人ですから」

　地球人の事情は気にしない、と言いたいのだろうか。

　それが方便なのか本音なのかは分からないけれど。

　宇宙人、か。

「あの……」

「はい？」

「いえ、やっぱり何でもありません」

　僕はそこで会話を切り上げ、立ち上がる。

「それじゃあ、僕は買ってきたもの冷蔵庫にしまってきますので」

「今日も夕飯楽しみにしてます」

　サキさんはそう言って微笑み、ナナハチのお腹を撫でる作業に戻った。

「にゃー」

「なーぉ」

　サキさんの鳴き真ま似ねと、それに応こたえるナナハチ。

　彼女はまだしばらく猫と戯たわむれるつもりのようだ。

　僕は彼女と別れ、玄関で靴くつを脱ぬぐ。

「あっ管理人さん、今日のご飯何ー？」

　僕が台所に入ってすぐ二にノの木ぎさんが現れた。

「焼き魚と揚あげ豆どう腐ふときんぴらですよ」

「いいねー。あたしきんぴら好き」

　二ノ木さんは話しながら冷蔵庫を漁あさっている。

　何か食べる物を探しに降りてきたようだ。

「夕飯前ですよ」

「いいじゃーん。おつまみくらい」

　気がつけば二ノ木さんの手にはすでに缶かんビールが。

　僕はため息をついて手を止め、彼女の手からお酒を取り上げる。

「あー！」

「二ノ木さん、夕飯前ですって」

「返してよー。やっと一仕事終わったンだからー」

　二ノ木さんは返して返してと、僕が高く掲かかげたビール缶かんへと手を伸ばしてくる。

　その声はやけに子供っぽく、しかも涙なみだ目めだった。

　おまけに……。

「のーみーたーいー」

　二ノ木さんが密着してくるものだから、その、胸が……。

　彼女のこういう頓とん着ちやくしないところはホント困る。

　スゴく柔らかいし。

　困る。

「晩ばん酌しやくならつき合いますから、夜まで我が慢まんしてください！」

「おっ、いいなそれ。俺の分も頼たのむわ」

　その時、不意に第三者の声が割り込んできた。

　陽ノ目荘の住人ではなく、男性の声。

　聞き覚えのある声だった。

　僕は声のした方へ目を向ける。

「ナガレ」

「よっ」

　そこに立っていたのは、久しぶりに会う高校時代の友人長月流だった。







「アッハハハ！」

　陽ノ目荘に酔よっ払ぱらいたちの笑い声がこだまする。

　ダイニングのテーブルの上には、ビール缶に酒さか瓶びんがゴロゴロ。

　晩酌しているのは僕とナガレと二ノ木さんの大人組。

　さすがに子供たちは部屋に帰らせた。

　そうして酒が飲める三人だけで、延々とくだらない世間話を続けていた。

「へぇー、それじゃナガレっちとコノハっちは長いつき合いなのねー」

「まあ、親同士が仲よくて、子供の頃ころからのつき合いですからね」

「アハハー、いいねーそういうのー」

　お酒で頰ほおを上気させた二ノ木さんは楽しそうに笑っている。

「オウ！　まー俺たちは親友だからなーコノハ」

　ナガレも盛せい大だいに笑いながら僕の肩かたに腕うでを回してきた。

「よく言うよ。大たい概がいお前の悪わる巧だくみに僕が振ふり回されていただけじゃないか」

　かく言う僕もだいぶ吞のんでいて、つい軽口を叩たたく。

「いつ俺が悪巧みなんてしたよ？」

「年がら年中だ。特に生徒会長のお前が仕切った高校の時の学園祭なんかヒドかったろ」

「あれは生徒会としてイベントを盛り上げるためだった。仕方がなかった」

「僕は生徒会じゃなかったんだが……」

「優ゆう秀しゆうな奴やつは誰だれでも使う。俺の生徒会長としての手しゆ腕わんだな」

「ただの職権濫らん用ようだろ」

　旧友と酒を吞みながら昔話で盛り上がる。

　我ながら大人になったというか、歳としを取ったなぁと思う。

「まったく、僕もよくナガレとつき合いを続けたもんだよ」

　僕は苦笑いしつつつまみに用意したサキイカをかじる。

「親友になんて言い草だ」

「悪友の間違いだろ」

「友情の深さは変わらねーよ」

「はいはい。そーだな」

　相変わらず何言ってもめげない奴だ。

　まあ別に僕も本気で言ってるわけじゃない。

　実際何度も苦労させられたが、結局僕も好きでナガレの手伝いをしていたのだ。

「いいねー。男の友情って感じ」

　二ノ木さんがニヤニヤしながら僕たちに向かって呟つぶやく。

　どうやら僕とナガレのやり取りを酒の肴さかなにしていたらしい。

「ふたりネタに同人誌描かいてもいい？」

　と、突とつ然ぜんとんでもないことを言い出した。

「やめてください」

「何か知らんがいいぞ」

　僕とナガレは同時に答える。

「なんだよコノハ、別にネタにされるくらいいいだろ」

「よく分からないのに返事をするなバカ」

「誰がバカだ」

「お前だお前」

「あーいいわねー。そういうの見てるとインスピレーションが湧わいてくるわ」

　二ノ木さんの眼光がドンドン捕ほ食しよく者のソレになっていく。

「二ノ木さん、同人誌も描くんですね」

「ぶっちゃけ本業より儲もうけてる」

　彼女はグッと親指を立てる。

「けど本当に勘かん弁べんしてください」

「えー、ダメー？」

「さすがに毎日顔を合わせる人にネタにされるのはちょっと……」

「いいじゃん。私とコノハっちの仲でしょ？」

「えっ、何？　コノハってばもう住人に手ェ出したの？」

「出してない出してない」

「じゃー冗じよう談だんか？」

「えー、でもコノハっち私にち〇こも見せてくれたじゃない」

「コノハ？」

「あれは資料として……」

「いや、ち〇こが資料って、意味分からんのだが」

「だーかーらー」

　僕は普ふ段だんあまり出さない大声を出して必死に弁解を繰くり返した。

　その間、二ノ木さんは笑い続けており、ナガレもずっとニヤニヤして僕をからかい続けた。

　そんなバカなことをしながらもお酒は進む。

「ぐぅー」

　やがて一番多く吞んでいた二ノ木さんがまずテーブルに突つっ伏ぷして寝ね始はじめた。

　僕はそこそこ抑おさえていたが、結構頭がフラフラだ。

「おーなんだコノハ、顔がブレてるぞ」

「そりゃナガレの目が回ってるんだよ」

「あーそっかー。ヤベェな明日も仕事なのに」

「泊とまってくなら朝食に味み噌そ汁しるでも作るけど？」

「あー……いや、いいや。帰る」

「そか」

　もう夜の十一時を回っている。

　さすがに眠ねむくなってきたし、そろそろお開きの時間か。

　空あき缶と空き瓶を片付けないと……。

　あと中ちゆう途と半はん端ぱに残ったおつまみも片付けて……。

　洗った皿も片付けて……。

　片付け……片付け……。

　……。

　面めん倒どう臭くさい。

　片付けは明日の朝でいいか。

　なんて、僕が片付けのことで頭がいっぱいになっていると。

「そういやキララちゃんとセイラちゃんだっけ？　あの子たちも大きくなったよなー」

　ふとナガレがそんなことを言った。

「まあ、もう中学生だからな」

「そっか。もう12年も前か……」

　ナガレは昔を思い出すようにしみじみと呟く。

「あの時はビックリしたな。まさかコノハがいきなり赤ん坊ぼうをふたりも抱かかえて現れるなんて」

「ナガレ！」

「あっと」

　ナガレはしまったというように口を手で押さえる。

「その話は人に聞かれたくない」

「悪い」

「いや、こっちも怒ど鳴なって悪かった」

「……あの子たちもう寝てるよな？」

「たぶん。それに、部屋までは聞こえてないと思う」

　どちらかと言えば僕の声の方が大きかった。

　過か剰じよう反応しすぎた。

　だが、その話は少々デリケートだ。

「……しかし、まだあの子たちには何にも話してないんだな」

　ナガレはお酒で唇くちびるを湿しめらせてから、声を小さくして尋たずねてくる。

「まあ、まだ中学生だからな」

「でも敏びん感かんな年とし頃ごろだろ」

　僕の言い訳に、ナガレはすかさずツッコむ。

「あの時は俺にすら何にも話してくれなかったが……さすがに娘むすめには全部話しておいた方がいいんじゃないか？」

「……その内な」

　僕はそう返事をしてから、フラフラのナガレのためにタクシーを呼んだ。

「じゃーなーコノハー」

「またな」

　僕はナガレの乗ったタクシーを見送ったあと、ふと空を見上げる。

　ビルのない空は月と星ばかりで、それでも確かに明るかった。

「……」

　星を眺ながめながら、僕は先さき程ほどのナガレとの話を思い出す。

　ナガレは、キララとセイラが僕の〝娘になった〟当時のことを知るひとりだ。

　その件では彼と彼の父親にはとてもお世話になった。

　今でも一生の恩だと思っている。

　そんな彼らにすら、僕は娘たちのことを全部は話していなかった。

　そうあれは、12年前のこと──










　　　12年前







　──12年前。冬。

　それは高校から家までの帰り道での出来事だった。




「雨とかツイてないなぁ」

　僕は傘かさを持ち上げ、冷えた両手に息を吐はきかける。

　ナガレの生徒会を手伝ったおかげで、すっかり遅おそくなってしまった。

　夜に降る雨は殊こと更さら冬の空気を冷たくしていた。

　こんなことならナガレの口車に乗るんじゃなかった。

　頭の中でため息をつくが、さほど本気でもない。

　ナガレが僕に手伝いを頼たのんだのは、彼なりの気き遣づかいだろう。

　どうせ家に帰っても、ひとりでやることもないのだし。

　なら生徒会の手伝いでもしている方が気は楽だ。

　ただまあ、帰る時間くらいは気にするべきだったかもしれない。

　おかげでバスを乗り逃にがした。

　次のバスまで一時間も雨の中待つのが億おつ劫くうで、ついこんな夜道をひとりで延々と歩き続ける羽目になっている。

「はあー」

　もう一度息を吐きかけ、両手を擦こすり合わせる。

　裸はだかの手は氷のように冷たい。

　手て袋ぶくろを家に忘れたのは失敗だった。

　帰ったらインスタントラーメンでも作ろうか。

　野菜は冷蔵庫にあっただろうか？

　なければカップ麵めんでもいい。

　そんなことを考えていると、ふと雨がやんだことに気づいた。

　いや、雨音は聞こえている。

　僕の周りだけ降っていないのだ。

　なぜなのかと思い、傘を上げて頭上を見上げる。

「え……？」

　そして、僕は驚おどろきのあまり傘を落としてしまった。




　それは僕の頭上に浮うかんでいた。




　デカい。

　丸い。

　それを正しく何と呼ぶべきなのかは分からなかった。

　ただ世間一いつ般ぱんでいわれる名めい称しようには覚えがある。

　未確認飛行物体。

　いわゆるＵＦＯだ。

「……」

　僕はぽかんと口を開けて、ただボーッとＵＦＯを見上げていた。

　人によっては叫さけんだり逃げたりする場面なのだろうが、僕はそこから動けなかった。

　その圧あつ倒とう的な存在感を前に思考がストップしていたんだと思う。

　ＵＦＯもしばらくそこを動かなかった。

　頭上の船体は仄ほのかに明めい滅めつを繰くり返している。

　まるで月か星のようだと、若じやつ干かん間の抜ぬけた感想を抱いだいた。

　やがてＵＦＯは飛び去った。

　飛び去る時は一いつ瞬しゆんで音もなく、本当に気がついたらいなくなっていたというのが適切だった。

　ＵＦＯという屋根を失い、再び雨が頭の上に降り始める。

「……」

　あまりの現実感のなさに、僕は傘を拾うのも忘れていた。

　今のは本物だったのか？

　それとも幻げん覚かくか？

　僕は夢を見ているんじゃないか？

　ナガレに話したら信じてくれるだろうか？

　そんな益やく体たいもない思考が頭の中をグルグルと回る。

　機能停止した僕の目を覚ましたのは、足あし許もとから上がった声だった。




「おぎゃー！」




「!?」

　呆ぼう然ぜんとしていた僕はビックリして、その場でスッ転ころんでしまった。

「痛いててて」

　僕が打った尻しりを擦さすっていると、再び例の声が聞こえてくる。

「おぎゃー！」

「ふぎゃー！」

　増えてる……。

「……」

　僕はそこでようやく自分の傍そばに段ボール箱が落ちているのに気がついた。

　ありふれた引ひっ越こし屋の段ボール箱。

　その中から声は聞こえていた。

　僕は恐おそる恐る手を伸のばし、そのフタを開ける。

　するとそこには、予想通り赤ちゃんがふたり入っていた。

「……」

　僕はまた機能停止する。

「ふぁ？」

「あぅ？」

　赤ちゃんたちもいきなりフタが開いたことに驚いたらしく、目をまん丸にして僕のことをジッと見つめ返していた。

　その赤ちゃんたちは顔が瓜うり二ふたつだった。

「双ふた子ご……？」

「えぅ」

「あぅ」

　双子は肯こう定ていするように返事をする。

　その顔に雨がポタポタと降りかかる。

「えっと……あ」

　僕は慌あわてて傘を拾い、赤ちゃんの上にさしかけた。

「…へぷちっ！」

　赤ちゃんがクシャミをする。

　傘で雨は防げても、この寒さまでは防げない。

　このままでは風か邪ぜを引くし、赤ちゃんの体力を考えたら最悪凍こごえ死じ……。

「っ！」

　迷っている暇ひまもない。

　こうして外にいるだけで、この子たちの体はドンドン冷えていくのだ。

　僕は赤ちゃんたちの入った段ボール箱のフタを閉めると、それを両りよう腕うでで抱かかえて急いで家まで走った。




　家に到とう着ちやくした僕は、ひとまず双子をお風ふ呂ろに入れることにした。

　濡ぬれた赤ちゃん服を脱ぬがせ、洗せん濯たく機きに突つっ込こむ。

　ちなみに脱がせてから気づいたが、ふたりとも女の子だった。

　習慣で湯船にお湯を張ろうとして途と中ちゆうで思い直す。

「赤ちゃんに湯船は危ないよな」

　ヘタしなくても溺おぼれる。

　抱だっこすれば入れられるかもしれないが、赤ちゃんはふたりだ。

　暴れるかもしれないし、危険は避さけたい。

　僕は大きめのタライを引っ張り出してきて、そこにお湯を入れる。

　少し小さいが、たぶんこっちの方がいい。

　あとはシャワーで何とかしよう。

「よし」

　そこまで考えて双子を風呂場に入れたが、そこからがまた大変だった。

　まず泣く。

　次にあちこち触さわる。

　一度にひとりしか相手にできないので、目を離はなした隙すきにもうひとりがシャンプーやら石けんやらに興味を示す。

「うわぁ！　食べるな食べるな！」

　そんな苦労もありつつ、何とかふたりとも体を温まらせた。

　お風呂から上がった後もまたひと苦労。

「ア痛たた、か、体拭ふかせてよ」

「あいあ！」

「あうぁ！」

　頑がん張ばってふたりの髪かみと体を拭いて、リビングへ。

　と、そこで服を洗濯してしまったことに気がついた。

「えーと、どうしよう」

　とりあえず、双子には湯冷めしないように毛布を被かぶせてある。

　しかし、さすがに服が乾かわくまで裸ん坊ぼうというわけには……。

「そうだ」

　僕が小さい時の服がまだあるかもしれない。

　僕は両親の寝しん室しつへ行ってタンスを漁あさった。

「母さんは物を捨てられないタイプだったからたぶん……あった！」

　タンスの奥の端はしに、お目当ての物を見つけて引っ張り出す。

「破れとかは……ないか」

　服は丁てい寧ねいに折り畳たたまれていた。

　とても大切にされていたのが分かる。

「……」

　僕はそれを二着持ってリビングに戻もどった。

「って、うわわわ！」

　赤ちゃんたちはジッとなんてしていなかった。

　ふたりとも毛布から抜け出して、リビングのあちこちをハイハイで縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回り、ついでにいろんな物を倒たおしたり汚よごしたりしていた。

「わあごめん待って待って待ってぇー！」

　ここでもまた大おお慌あわて。

　必死になって双子に服を着せた頃ころには、部屋は大惨さん事じ、僕はクタクタ汗あせだくというヒドい有り様になっていた。

　ほんの一時間程度でこの疲ひ労ろう感。

　子供の親を全まつとうするということがどれだけ大変なのか、少し分かった気がする。

　僕は双子がどこかに行かないように抱っこしながらソファに深く腰こしを下ろした。

「ふぅ……」

　さて。

　やっと落ち着いたところで、いい加減考えなければならない。

　それはいいが、正直なところまだ僕も混乱中だ。

　段ボール箱の中に赤ちゃんが入ってた。

　これだけでも普ふ通つうに大事件だ。

　しかし、問題なのは。

　この子たちが、いつからあの道端にいたのか、だ。

　脳のう裏りを過よぎるのは飛び去るＵＦＯ。

　赤ちゃんたちが泣き始めたのはＵＦＯが飛び去ったあとだ。

　ＵＦＯがいなくなる前から赤ちゃんたちは段ボール箱に入っていたのか？

　入っていたならなぜ最初から泣かなかった？

　そもそも段ボール箱はいつからあった？

　道を歩いていた時は気づかなかった。

　暗くて見えなかっただけか？

　それとも。

「あのＵＦＯが置いていったのか……？」

　だとしたらこの赤ちゃんは……。

　宇宙人？

「いやいやまさか」

　それはあまりにバカバカしい考えだ。

　人に言ったって絶対に信じちゃくれない。

　けど僕はあのＵＦＯを見てしまった。

　見てしまったのだ。

「…………」

　もし本当に宇宙人だったとして。

　この子たちの正体が他の人にバレたら、どうなるのだろうか？

　………………解かい剖ぼう、とか？

「いやいやいやいや」

　嫌いやな想像にゾッとする。

　まるでドラマか小説の世界だ。

「どうしよう」

　おとなしくなった赤ちゃんを両腕に抱えながら考える。

　あれこれ想像したが、まだこの子たちが普通の人間という可能性もゼロじゃない。

　さっき見たＵＦＯが自分の幻げん覚かくだと断ずるなら、警察に電話して赤ちゃんを保護してもらうのが正解だ。

　だけど宇宙人だったら……。

　思考がぐるぐる回る。

　せめて誰だれか相談できる人がいればよかったのだけれど。

　生あい憎にくとこの家には僕しかいない。

「あぁー」

　その時、右みぎ腕うでの赤ちゃんが僕に向かって手を伸のばした。

「あぅー」

　隣となりのを真ま似ねてか、左腕の赤ちゃんも手を伸ばした。

　幼く小さな手が僕の頰ほおをぺたぺたと触る。

「キャッキャッ」

　双子はソックリの笑顔で僕の頰を何度も触った。

　これは……懐なつかれてる、のか？

「……」

　普ふ段だんだったら、別になんてことのない話だったかもしれない。

　でも今は。

　僕は「独り」だから。

　正直、結構胸にくるモノがあった。

「……ちょっと…………様子を見ようかな」

　自分に言い訳するように、僕は口に出して呟つぶやく。

　数日か、数週間でいいから、この子たちが人間かどうか見み極きわめる。

　もし何の異常もないようだったら警察に届け出よう。

　それでいいはずだ。

「うっ、うっ……」

「ん？」

「うぅ……アアアァァン！」

「えぇ!?」

　さっきまで笑ってたのに、赤ちゃんがまた突とつ然ぜん泣き始めた。

　トイレ……じゃない。

　じゃあご飯か？

「って、赤ちゃんにカップ麵めんじゃダメだよなぁ……」

　赤ちゃん用のご飯ってどこで売ってるんだ？

「えぇっと、と、とりあえずドラッグストアに！」

　僕は机の上の財さい布ふを持って、慌あわてて玄げん関かんへと駆け出した。







　──それが12年前の話。

　その後もいろいろと沢たく山さんの出来事がありながら、僕はふたりの「お父さん」をやっている。

　キララとセイラが地球人なのか宇宙人なのか、それは今でも分かっていない。

　このことを誰かに話してもいない。

　もちろん娘むすめたちにも。

　いつか……話すべきなんだろうか。

　十年以上経たった今でもまだ決めかねていた。

　ただ僕自身の結論は決まりきっていた。

　地球人でも宇宙人でもどうでもいい。

　どちらだとしても、ふたりは僕の娘に変わりはない。

　まあ、実は血が繫がってないと知られたら大変なことになるかもしれないけど……。

　僕は管理人室に戻って居間に布ふ団とんを敷しいたあと、そっと襖ふすまを開けて姉妹しまい部屋の中を覗のぞいた。

　そこにはふたりの娘が二段ベッドで静かに寝ね息いきを立てている。

　彼女たちの健すこやかな顔を見ているだけで、僕は胸が満たされて一いつ杯ぱいになる。

　この家族が、僕の幸せの全すべてだ。

「おやすみ、ふたりとも」

　僕は娘たちに向かってそう呟くと、姉妹の部屋の襖を音を立てないように閉めた。










　　　身体測定







　今日は学校の身体測定の日だ。

　そのためかクラスの女子は朝からずっとソワソワしていた。

　身体測定は女の子にとって勝負の日だ。

　私もこの日のためのダイエットをしてきた。

　今朝は朝食も抜ぬいた。

　お姉ちゃんはいつも通り食べてたけど……。

「……」

「どうしたのセイラ？　私のお腹なかをジッと見て」

　更こう衣い室しつで体操着に着き替がえ中だったお姉ちゃんは、私の視線に気づいて尋たずねてくる。

「何でもない」

　ただズルいなって思っただけで。

　いつ見てもお姉ちゃんのお腹はキュッと締しまってる。

　お姉ちゃんのお腹がだらしなくなったのを見たことがない。

　そりゃお姉ちゃんは間食とかしないけどさ。

　でも運動は私の方がしてるし。

　スタイルの維い持じにも気を遣つかってるのに……うぐぐ。

　たぶん、今この教室の中でソワソワしてないのはお姉ちゃんだけだ。

　……やっぱりズルいと思う。

「セイラさん？　着替えないんですか？」

「！」

　後ろから声をかけてきたのはサキだった。

　彼女はもう体操着に着替えている。

　そのボディラインはまっすぐで、とてもスレンダーだ。

「サキを見ると安心するわ」

「そうですか？」

　意味が分からなかったらしく、サキは不思議そうに小首を傾かしげる。

　っと、私も早く着替えないと。

　遅おくればせながら制服を脱ぬぎ始める。

「けど身長とか測るのにわざわざ着替えって、若じやつ干かん面めん倒どうだよねー」

　私は軽い雑談のつもりで、サキとお姉ちゃんに話題を振ふる。

「てか何で体操着なんだろ？　制服のままでよくない？」

「動きやすいからでは？」

「えー、でも動きやすくする意味なくない？」

　桜おう舞ぶ中では身体測定で身長・体重・視力・聴ちよう力りよくの４つを測る。

　器具などは使うが、基本的にどれも動かないものだ。

　移動中の動きやすさのため？

　いやでも保健室まで行ったら、あとは順番来るまで並ぶだけだし。

「では、アレではないでしょうか」

「アレって？」

「なんでも昔は胸囲なども測っていたそうですから。その名残なごりで脱ぎやすい体操着に着替えるのでは？」

「胸囲って……マジで？」

　サキの話を聞いて、私はうわぁって顔をする。

「それ本当？　昔って学校で胸のサイズ測られてたわけ？」

「はい。そのようですよ」

「ウソでしょ？」

「いえ、ホントです」

「えー……」

　女の子の胸のサイズなんてデリケートなものだ。

　服のお店で店員さんに測ってもらうのも恥はずかしいのに、学校のみんなの前で測られるなんて……想像しただけで顔が赤くなりそう。

「私、現代っ子でよかったわ」

　しみじみと呟く。

　サキも同感のようで、深々と頷うなずいていた。

「そうですね。なんでも昔の昔は体操服どころか、保健室で下着一枚になって測ったと聞きますから」

「それはウソ」

「いえ、これもホントです」

「さすがにそれはウソでしょ？」

「ホントのホントですよ」

「いやいや、だってそれ男子とかに覗かれたらどうするの？」

「それどころか、胸囲を測るお医者さんも男性だったりしたそうですよ」

「ほとんどセクハラじゃん！」

　いや、お医者さんは仕事かもしれないけどさ！

　測られる女の子の中には本気で嫌いやって子もいたでしょ絶対！

　ていうか私なら絶対に嫌だし！

「……昔の学校って凄すごかったのね」

　女の子が下着姿になったり男に胸のサイズ測られたり……学校なのに無法地帯すぎるでしょ。

「これも時代の移ろいなのかもしれませんね」

「いや、女子の人権に対する妥だ当とうな配はい慮りよでしょ」

「まあ確かにブルマとかは私も嫌ですね」

「あーあの昔の女子の体操着だったっていう？」

「あんなに脚あしを出すなんて私には無理です」

「ていうかほとんどパンツでしょあれ」

　あれ穿はいて男子の前で体育とかって私も絶対無理だし。

「あと昔は身体測定で座高とか測ったそうですよ」

「座高って？」

「こう椅い子すに座った時のお尻しりから頭のてっぺんまでの高さですね」

「ああ、座った高さで座高……それ何で測ってたの？」

「上半身と下半身の長さも記録するためでしょうか？」

「それ必要？」

「あんまり必要でないから今は測らなくなったのでは？」

「それもそうね」

　私は納なつ得とくする。

　まあビックリしちゃったけど、サキはいろんな変なことも知ってるから、話を聞いてておもしろい。

　と、そこでお姉ちゃんにペシンっと額を軽くはたかれた。

「セイラ。まだ着替えてないの？　もうみんな行っちゃったわよ」

「えっ？　あっ。ホントだ！」

　いつの間にか更衣室には私たち三人しか残っていない。

　どうやら話に夢中になってる内に、みんな保健室に移動してしまったらしい。

　私と話していたサキも着替え自体は終えていたので、まだなのは本当に私だけだ。

「早く着替えないとサキさんと一いつ緒しよに先に行っちゃうわよ？」

「わあ！　ちょっと待ってってばお姉ちゃん！」

　無慈じ悲ひなお姉ちゃんに泣き言を言いながら、私は急いで着替えを再開した。

「スミマセン。私がセイラさんと話し込んだばっかりに」

「いいえ。サキさんが謝ることはありません」

　謝るサキにお姉ちゃんはいえいえと手を横に振る。

「むぅ……」

　なんかお姉ちゃん私にだけ厳しくない？

　私が悪かったとは思うけど、ちょっとムッとしちゃう。

「そういえばお姉ちゃん、昔は学校で胸のサイズ測ってたんだって」

「そんな話ふたりでしてたわね」

「うんうん。でも今はやらないみたい」

「それもさっきふたりで話してたことじゃない。いいから早く着替えなさい」

　お姉ちゃんは時計を気にしながらさらに私を急せかす。

「まあまあその前に……」

　その背後に、私は手をわきわきさせながら忍しのび寄る。

「せっかくだから、お医者さんの代わりに私がお姉ちゃんのバストサイズを測ってあげる！」

「えっ!?　キャアアア!?　なっ何するのセイラ！」

「……！」

　デカっ。

　予想以上にデカっ。

　朝の着替えとかで横目に見てて、最近大きくなってきてるなコンチクショウとは思ってたけど……これって完全に胸っていうかオッパイだ。

　最初から揉もむつもりはなくて、下から持ち上げただけだったけど。

　いや、「下から持ち上げられる」こと自体がすでに凄いけど。

　この手の平から伝わるお姉ちゃんのオッパイの重み。

　私の心に途と轍てつもない敗北感を刻み込むには充分な重みだった。

「……って、いつまで人の胸触さわってるのこのおばか！」

「アイタッ！」

　そうしてお姉ちゃんにさっきよりも強く頭をはたかれるまで、私は半ば放心したまま姉のオッパイを触っていたのであった。




　その日から、私の日課にバストアップ運動が加わったのは言うまでもない。



















　　　あとがき







　この度たびは『パパ！パパ！好き！好き！超ちよう超愛してる』を手に取っていただき、まことにありがとうございます。なめこ印じるしです。

　今回の『パパスキ！』はカクヨム連れん載さい分に書き下ろしを加え、一冊の本にまとめたものになります。




　今作はタイトルまんまですが、ズバリ『親子ラブコメ』です。

　出てくる『お父さん』は夏なつ目めコノハ。元出版社勤づとめ。この度会社を辞やめ、十年ぶりに地元の栃とち木ぎに帰ってきて、悪友の紹しよう介かいで女子寮りようの管理人を始めました。

　その『娘むすめ』の双ふた子ごたちはキララとセイラ。

　キララはファザコンを通り越こしたパパラブの一派で、家族愛以上の愛を常にコノハに向ける危険なお年とし頃ごろ娘。去年までランドセルを背負っていたというのもある意味超危険なお年頃（コノハの社会生命的な意味で）。

　セイラは自じ称しよう反はん抗こう期の常識人。反抗期（笑）な態度でコノハにツンケンしていますが、実はある秘密を抱かかえて……これ以上は本編で！

　秘密といえば、実はこの親子自体がとある秘密を抱えているのですが……それもできれば本編をお読みいただければこれ幸いです！

　え？　それ以前に親子でラブとかコメはマズい？　いやまったくその通り。いえいえ、たぶん、きっと、大だい丈じよう夫ぶ（大丈夫？）。

　だって愛があればこういうのは大たい概がい何とかなりますから（何とかなるとは言っていない）！




　ちなみに今作の舞ぶ台たいの栃木ですが、作者の出身地でもあります。

　現在はすでに引っ越しているのですが、今でも年に数度、友人と会うために帰郷しているので、懐なつかしさはありつつも遠い思い出というわけではありません。

　今回作品の舞台にするに辺り、改めて宇う都つの宮みやの取材旅行などしたのですが、変わっているところと変わっていないところがあって、何やかんや時の流れも感じつつやっぱり地元なんだなーと思いました。

　けどとりあえず歩き回ってみて、自分の体力はメチャクチャ落ちたなというのは痛感いたしました！




　今後とも作品には栃木ネタなどを盛り込んでいくので、これからも度々栃木に取材に戻もどると思います。たぶんその度に宇都宮餃子ぎようざとか食べてくるのではないかと！

　あとネタといえば、今作はエピソードによって娘たちの中学校が舞台になることもあり、学校あるある今昔みたいなネタも調べているのですが、いやはや結構いろいろと変わっているものなのですね。

　特に書き下ろしの身体測定を書いた時は、いろいろとビックリさせられました。「え……あれ今と昔で違ちがうん……うそやん？」と何度口を手で押さえたことか……。いつか出身校の取材に行った方がいいかもと思うのですが、このペンネームを名乗った瞬しゆん間かんにいたずら電話と間違われる気がしてなりません。




　ここから謝辞です！

　イラストレーターのるろお様。この度は『パパスキ！』のイラストをお引き受けいただきまことにありがとうございます。今作を書き始めた頃ころに担当と「この作品が本になったらイラストレーター誰だれがいいですか？」と話していて、ふたりとも「るろおさんがいい」で意見が一いつ致ちして、実際によいお返事をいただけた時は嬉うれしくてビックリしました。どうかこれからもよろしくお願いいたします。

　担当の有あり馬ま様。『いづれの』に加えて『パパスキ』も同時に担当していただき、本当にいつもありがとうございます。何かと苦労をおかけしているとは思いますが、これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　そして、この本を出すにあたってご尽じん力りよくくださった編集長様並びに編集部の方々、デザイナー様に営業様、流通様に書店様、書店員の皆みな様さま方、お陰かげ様さまで本作も無事に発売することができました。まことにありがとうございます。

　またこの本を手に取って読んでいただいた読者の皆様にも、改めまして御おん礼れい申し上げます。今作はカクヨムでも連載中ですので、この本の続きもすぐに読むことができます。もしお気に召しましたら感想などいただけますと、それが私のモチベーションになりますのでどうぞよしなに。感想はツイッターなどでも常時受付中でございます！

　ではまた次巻でお会いしましょう。

　それでは。


２０１８年６月某ぼう日じつ　なめこ印










なめこ印

●なめこじるし



新作で再び現れました！

なめこ印でございます。

こちらカクヨムで連載していたものをまとめた一冊となっておりますが、いやはや週刊連載がいかに大変か只今身を以て痛感しております。世の週刊漫画家様は本当にスゴい。「パパスキ」は「いづれ」とはまた違った作品となっておりますが、よろしければこちらもお楽しみいただけると嬉しいです。


















カバー・口絵・本文イラスト／るろお

カバーデザイン／草野剛










パパ！パパ！好すき！好すき！超ちよう超ちよう愛あいしてる








なめこ印じるし
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